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介護保険が新しくなります②
障害者自立支援法がはじまります④
白鷹町の公立保育所のあり方について

検討を進めています⑥
各種審議会等委員を募集します⑧
白鷹町美しい郷づくり推進会議の

委員を募集します⑨
白鷹町の元気・笑顔100歳！⑪
町が所有する資産をお譲りします⑰

〒992-0892 山形県西置賜郡白鷹町大字荒砥甲833 　☎0238(85)2111  FAX0238(85)2128
E-mail:soumu@so.town.shirataka.yamagata.jp    ホームページ : http://www.town.shirataka.yamagata.jp編集と発行／白鷹町総務課

豊作と火伏せを願うだんごさげ
健康福祉センター入口にだんごの木がお目見えしました。これは、小正月に合わせて町健康づくり推進員の皆さんが、飾り付
けされたもので、次代に伝えていこうと毎年行われています。１月12日、「遊びの広場」で集まった子どもたちは、鮮やかに飾
られた紅白のだんごやタイのフナ菓子、折り鶴などを指さしたり、歓声を上げながら、体の倍以上ある木を見上げていました。
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介
護
保
険
�
新
�
�
�
�
�
�

要
介
護
の
区
分
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
要
支
援
・
要
介
護
１

と
認
定
さ
れ
て
い
た
か
た
で
、
心

身
の
状
態
の
維
持
ま
た
は
改
善
の

可
能
性
が
高
い
か
た
は
、
要
支
援

１
・
要
支
援
２
と
認
定
さ
れ
、
介

護
予
防
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
（
新

予
防
給
付
）
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

要
介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受
け
た

か
た
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
（
介
護
給
付
）
が
提
供

さ
れ
ま
す
。

地
域
支
援
事
業
で
介
護
予
防

を
推
進
し
ま
す

　

新
し
い
介
護
保
険
制
度
で
は
、

新
た
に
「
地
域
支
援
事
業
」
を
位

置
づ
け
、
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支

援
し
ま
す
。
要
介
護
認
定
な
ど
で

非
該
当
と
さ
れ
た
か
た
や
、
健
康

診
査
や
訪
問
調
査
な
ど
で
、
要
支

援
・
要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
さ
れ
た
か
た
に
介
護
予

防
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
支
援
事
業
を
円
滑

に
推
進
す
る
た
め
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
介
護
予

防
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
、

高
齢
者
の
実
態
把
握
、
介
護
以
外

の
サ
ー
ビ
ス
と
の
調
整
、
権
利
擁

護
事
業
な
ど
、
包
括
的
な
支
援
が

行
え
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

　

今
回
の
制
度
改
正
で
新
た
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

の
生
活
を
支
え
る
た
め
の
「
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
が
事
業
所
の
指
定
権

限
等
を
持
ち
、
町
内
の
認
定
者
が

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
サ
ー
ビ

�

介
護
�
必
要
�
�
�
�
�
�
社
会
全
体
�
支
�
�
仕
組
�
�
�
�
�
定
着
�
�
�

�
介
護
保
険
制
度
�
�
�
�
高
齢
者
�
自
立
支
援
�
図
�
�
�
�
予
防
重
視
型
�
制

度
�
見
直
�
�
�
�
�
認
定
�
�
�
�
�
�
利
用
�
�
�
�
�
�
説
明
�
�
�
�

�
改
正
時
期

�

平
成
18
年
�
月
�
日
�

 

要支援・要
介護になる
ことを防止

適正なサービスに
より状態を維持し、
要介護状態になる
ことを防止

適正なサービスに
より重度化を防止

65歳以上のかた（第1号被保険者）

µµ要介護認定審査

要介護状態区分の審査に加
え、状態の維持または改善
の可能性について審査

健康診査や訪問調
査などによる健康
状態などの把握

要支援･要介護者

非該当者

地域支援事業
（介護予防事業）
要支援・要介護に
なることを防ぐた
めの取り組み

介護保険による
新予防給付サービス
の利用
既存のサービスを自
立促進の観点から見
直し

介護保険による
介護給付サービス
の利用
例：訪問介護、
通所介護など

認定審査により
要支援1、要支援2
と判定されたかた

地域包括支援センター
（介護予防ケアマネジメント）

地域支援事業 新予防給付 介護給付

居宅介護支援事業所
（介護ケアマネジメント）

元気高齢者
健康の維持･増進
○介護予防教室
○適度な運動
○健康診査など

新しい介護保険の全体像

認定審査により
要介護1～5と判
定されたかた

支援・要介護に
なるおそれのあ
るかた

 

新区分 要支援１ 要支援２要介護２要介護３要介護４要介護５

要介護１

旧区分 要支援 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

認定区分の変更

　
　　　　　　　　　　が見直された部分

介µ護µ給µ付新予防給付
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ス
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備

に
あ
た
っ
て
は
、
保
険
財
政
等
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
現

在
の
サ
ー
ビ
ス
基
盤
と
利
用
状
況

な
ど
を
ふ
ま
え
、
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

保
険
料
を
見
直
し
ま
す

　

65
歳
以
上
の
か
た
の
介
護
保
険

料
は
、
町
が
額
を
決
定
し
、
３
年

ご
と
に
見
直
す
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
現
在
平
成
18
年
度
か
ら
20
年

度
ま
で
の
保
険
料
に
つ
い
て
見
直

し
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
保
険

料
の
額
や
そ
の
決
め
方
に
つ
い
て

は
、
来
月
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ず
は
相
談
を

　

年
を
と
っ
て
く
る
と
転
び
や
す

く
な
っ
た
り
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
く

な
っ
た
り
な
ど
、
生
活
の
な
か
で

不
安
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
時
は
、
ま
ず
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
お
話
を
お
う
か
が
い
し
て
、

介
護
保
険
な
ど
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
げ
る
た
め
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

介
護
支
援
係（
☎
86

－

０
２
１
３
）

 地域包括支援センターのイメージ

地域包括支援センター

状況に応じ適切な
支援･連携

○日常的個別指導
○支援困難事例への
　指導･助言
○地域でのネットワ
　ーク構築
　その他

状況に応じ適切な
サービスにつなげる
○介護保険サービス
○地域支援事業
○医療サービス
　その他　

　　　　　　　　地域包括支援センター運営協議会
　センターの適正な運営、公正･中立性の確保
などについて協議をいただきます。

高齢者や家族からの相談

○介護に関すること
○健康に関すること
○生活の不安
　その他

主任ケアマネージャー社会福祉士 保健師
民生委員やケアマネー
ジャーなどからの相談、
関係機関からの情報提
供など

 

地域包括支援
センター

（健康福祉課内）

認定調査員が訪問し、介
護を必要とするかたの心
身の状態をお聞きします。

認定調査コンピュータによる判
定（一次判定）

調査項目に関して聞き
取ってきた事項

申
請

ご本人の状態に関して、
正確な意見を報告いただ
ける主治医の先生に意見
書を町が依頼します。

必要な書類
○介護保険証
○要介護認定申請書
※40歳以上65歳未満のかたは
　医療保険証が必要です。

一次判定の結果と、調査の際の聞き
取り事項、主治医の意見書などをも
とに本人の状態の維持･改善の可能性
を含めて審査し、認定の区分を判定
します。
○審査会は、保健･医療･福祉に関する専門
　的知識を持つかたで構成されます。

介護認定審査会
（二次判定）

結果通知
（認定申請から原則30日以内）

主治医の意見書

被
保
険
者

認定の申請から判定までの流れ

判定結果 利用できるサービス サービスの利用計画
非　該　当 【地域支援事業の介護予防サービス】

○通所型介護予防事業　○訪問型介護予防事業
　在宅での生活を継続するため、それぞれの状態に応じ、介護
予防に効果があると認められるメニューを実施します。
内容に応じて自己負担をいただく場合があります。

地域包括支援センターの職員がサービ
スの利用計画を作成します。一定期間
後にサービスの効果を検証し、必要に
応じてサービスを見直します。

要支援１～２ 【介護保険の新予防給付】
○介護予防訪問介護　○介護予防通所介護　など
　日常生活上の支援に加え、機能訓練や栄養改善指導などのサ
ービスを本人の選択に基づき提供します。かかる費用の１割が
自己負担となります。（食費や部屋代などは全額自己負担です）

原則として地域包括支援センターの職
員が月ごとのサービスの利用計画を作
成します。

要介護１～５ 【介護保険の介護給付】
○訪問介護　○通所介護　○施設サービス　など
　状態の悪化を防ぎ、日常生活を支援するためのさまざまなサ
ービスを提供します。かかる費用の１割が自己負担となります。
（食費や部屋代などは全額自己負担です）

居宅介護支援事業所のケアマネジャー
が月ごとのサービスの利用計画を作成
します。
施設サービスを利用する場合は施設の
ケアマネジャーが作成します。

※現在認定を受けておられるかたが、新しい認定により要支援１または２と判定された場合は、ケアマネジャーが包括支　
　援センターの職員に変更となります。
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平
成
18
年
�
月
�
�
�
障
害
者
自
立
支
援
法
�
�
�
�
�
�
�

　

こ
れ
ま
で
は
身
体
障
害
・
知
的

障
害
・
精
神
障
害
な
ど
の
障
害
の

種
別
や
年
齢
な
ど
に
よ
り
、
受
け

ら
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
は
、
障
害

種
別
に
か
か
わ
ら
ず
共
通
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

対
象
�
�
�
障
害
者
�
児
�

身
体
障
害
者
／
知
的
障
害
者
／
精

神
障
害
者
／
障
害
児

福
祉
�
�
�
�
�

�
�
�
�
変
�
�
�
�

○
現
行
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
変
わ

り
ま
す

　

現
行
の
支
援
費
（
身
障
・
知
障

・
障
害
児
）
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
や
、

精
神
障
害
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

な
ど
が
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

（
介
護
給
付
・
訓
練
等
給
付
）
と

し
て
一
本
化
さ
れ
ま
す
。

○
利
用
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す   

　

相
談
・
利
用
申
請
の
あ
と
、
聴

き
取
り
に
よ
る
一
次
判
定
、
審
査

会
に
よ
る
二
次
判
定
な
ど
が
行
わ

れ
、
障
害
程
度
区
分
が
決
め
ら
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
申
請
者
の
状
況
、

要
望
な
ど
を
も
と
に
サ
ー
ビ
ス
支

給
量
な
ど
が
決
ま
り
、
受
給
者
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。
利
用
者
は
受

給
者
証
を
持
っ
て
、
事
業
所
と
契

約
を
し
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
開
始

し
ま
す
。

○
利
用
者
負
担
の
し
く
み
が
変
わ

り
ま
す
（
図

－

１
参
照
）

　

利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
ら
、

・
定
率
負
担（
原
則
、費
用
の
一
割
）

・
実
費
負
担（
食
費
・
光
熱
水
費
等
）

を
支
払
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

定
率
負
担
・
実
費
負
担
の
そ
れ

ぞ
れ
に
、
所
得
に
応
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
負
担
軽
減
策
が
講
じ
ら
れ
ま

す
。

●利用者負担の仕組み（図－１）
　障害福祉サービスの定率負担は、所得に応じて次の４区分の月額負担上限額が設定
され、ひと月に利用したサービス量にかかわらず、それ以上の負担は生じません。

区分 世帯の収入状況 月額負担上限額

生活保護 生活保護受給世帯 　　　　 　0 円

区分１
市町村民税非課税世帯で、 サービスを利用する障害者また

は障害児の保護者の収入が 80 万円以下のかた
　15,000 円

区分２ 市町村民税非課税世帯で、 区分１に該当しないかた 　24,600 円

一　般 市町村民税課税世帯 　37,200 円

※世帯の範囲は、原則的に住民票上の世帯となります。ただし、住民票で同じ世帯と
　なっていても、税制と医療保険で被扶養者でなければ、障害のあるかたとその配偶
　者を別世帯の扱いとすることができます。

※原則的に、上記の定率負担と食事等の実費負担となりますが、さまざまな負担軽減
　策 ( 個別減免・社会福祉法人減免・高額障害福祉サービス費・補足給付・生活保護
　への移行防止策)が講じられます。減免の内容、該当要件など詳細につきましては、
　利用申請時などにご相談ください。
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障
害
�
係
�
公
費
負
担
医
療

�
自
立
支
援
医
療
�
変
�
�

�
�
�
平
成
18
年
�
月
�
�
�

　

精
神
通
院
医
療
・
更
生
医
療
・

育
成
医
療
が
自
立
支
援
医
療
に
一

本
化
さ
れ
ま
す
（
図

－

２

－

１
参

照
）。

　

対
象
者
は
、
従
来
の
精
神
通
院

医
療
、
更
生
医
療
、
育
成
医
療
の

対
象
と
な
る
か
た
と
同
様
の
疾
病

を
有
す
る
か
た
で
す
（
た
だ
し
、

一
定
所
得
以
上
の
か
た
は
除
か
れ

ま
す
）。

　

ま
た
、
自
己
負
担
に
つ
い
て
は

原
則
と
し
て
医
療
費
の
一
割
負
担

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得
に

応
じ
た
負
担
上
限
額
が
決
め
ら
れ

て
い
て
、
負
担
が
重
く
な
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
入

院
時
の
食
費
相
当
に
つ
い
て
は
原

則
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
（
図

－

２

－

２
参
照
）。

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課

福
祉
係
（
☎
86

－

０
１
１
１
）

健
康
推
進
係（
☎
86

－
０
２
１
０
）

精神通院医療

更生医療

育成医療

平成18年4月に
新体系に移行

・支給認定の手続きを共通化

・利用者負担のしくみを共通化

・医療の内容や支給認定の実施主体は現行どおり

　　精神通院医療・育成医療⇒都道府県

　　更生医療⇒市町村

＜現　行＞ ＜見直し後＞
自
立
支
援
医
療
制
度
へ

●医療制度が新体系に移行（図－２－１）

●自己負担はこうなります。原則として医療費の一割負担です (　　　部分）。（図－２－２）
一定所得以下 中間所得層 一定所得以上

生活保護世帯

市町村民税非課税世帯
市町村民税 (所得割）
が２万円未満

市町村民税 (所得割）
が２万円以上 20 万円
未満

市町村民税 (所得割）
が 20 万円以上本人収入が

80 万円以下
本人収入が

80 万円より多い

負担上限月額 ： 医療保険の自己負担限度 一定所得以上は
公費負担の対象外

　
負担上限月額 負担上限月額 育成医療の経過措置 (＊)

負担上限月額 負担上限月額 医療保険の負担割
合 ・ 負担限度額負担０円 ２，５００円 ５，０００円 １０，０００円 ４０，２００円

負担上限月額 負担上限月額 負担上限月額

５，０００円 １０，０００円 ２０，０００円 (＊)

※世帯の範囲は、住民票上の家族ではなく、同じ医療保険に加入している家族を同一世帯とします。ただし、

　同じ医療保険に加入している場合であっても、税制と医療保険のいずれにおいても被扶養者でなければ、

　障害のあるかたとその配偶者を別世帯の扱いとすることができます。

★高額治療継続者 (「重度かつ継続」）の範囲      
①疾病、症状などから対象となるかた      
　・更生医療・育成医療の場合：腎臓機能、小腸機能または免疫機能障害のかた

　・精神通院医療の場合：統合失調症、操うつ病、うつ病、てんかん、認知症等の脳機能障害もしくは薬物

　　関連障害（依存症等）のかた、または集中・継続的な医療を要する者として精神医療に一定以上の経験

　　を有する医師が判断したかた

②疾病等に関わらず、高額な費用負担が継続することから対象となるかた
　・医療保険の多数該当のかた     

（＊）：育成医療の経過措置及び「一定所得以上」かつ「重度かつ継続」のかたに対する経過措置は、施行後

　　３年を経た段階で医療実態等を踏まえて見直します。

★高額治療継続者（「重度かつ継続」）
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白
鷹
町
に
お
け
る
保
育
所
の
現
状

①
設
置
状
況

　

本
町
の
保
育
所
の
設
置
状
況
は
、

認
可
保
育
所
と
し
て
公
立
４
園
と

私
立
１
園
が
あ
り
ま
す
が
、
県
内

の
他
市
町
村
と
の
比
較
で
は
公
立

の
比
率
が
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。
町
内
の
保
育
所
す
べ
て

で
延
長
保
育
と
一
時
保
育
を
実
施

し
て
お
り
、
ま
た
、
ひ
が
し
ね
保

育
園
で
は
唯
一
障
害
児
保
育
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

②
園
児
数

　

園
児
数
は
平
成
17
年
４
月
現
在

で
定
員
５
４
０
名
に
対
し
５
０
４

名
が
入
所
し
て
い
ま
す
が
、
少
子

化
の
影
響
で
年
々
減
少
し
て
お
り
、

平
成
20
年
に
は
す
べ
て
の
保
育
所

で
定
員
割
れ
に
な
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。（
表
1
）

③
公
立
保
育
所
の
保
育
士

　

保
育
士
の
数
は
こ
こ
数
年
採
用

大
幅
な
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
料
収
入
に
つ
い
て
も

保
育
料
の
見
直
し
は
行
っ
て
い
な

い
も
の
の
少
子
化
の
影
響
で
減
少

し
て
い
ま
す
。（
表
２
）

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
と
保

育
園
に
対
す
る
委
託
料
は
年
々
増

加
し
て
い
る
も
の
の
、
職
員
人
件

費
の
減
少
や
そ
の
他
の
経
常
的
経

費
の
縮
減
に
よ
り
全
体
的
に
は
減

少
し
て
い
ま
す
。（
表
３
）

⑤
保
育
ニ
ー
ズ

　

乳
児
・
低
年
齢
児
保
育
や
延
長

保
育
な
ど
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が
高

く
な
っ
て
お
り
、
特
に
乳
児
・
低

年
齢
児
の
入
所
が
増
加
し
て
い
ま

す
。（
表
４
）

今
後
の
保
育
所
運
営

　

国
が
進
め
る
経
済
財
政
構
造
改

革
や
少
子
化
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

保
育
の
面
に
お
い
て
も
歳
入
は
年

白
鷹
町
�
公
立
保
育
所
�
�
�
方
�
�
�
�
検
討
�
進
�
�
�
�
�

々
減
少
し
て
お
り
、
非
常
に
厳
し

い
財
源
環
境
に
あ
り
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
少
子
化
の
時
代
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
今
日
的

な
課
題
で
あ
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
を

含
め
た
子
育
て
支
援
施
策
は
拡
充

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

増
大
す
る
保
育
需
要
に
対
し
、
限

り
あ
る
財
源
の
中
で
対
応
し
て
い

く
に
は
、
公
立
保
育
園
と
民
間
保

育
園
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
将
来
に
わ
た
り
柔
軟
か

つ
効
率
的
な
保
育
所
運
営
を
目
指

し
、
公
立
保
育
園
の
民
営
化
を
推

（表１）
出生数の推移（人）（年度）

H15 H16 H17
蚕桑 24 15 22
鮎貝 16 19 22
荒砥 26 28 20
十王 9 10 9
鷹山 11 6 5
東根 30 22 14
計 116 100 92

（表２） 歳入 （年度比較）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ： 千円）

区　分 H14 H15 H16
国補助金 保育所運営費国庫支出金 70,422 77,488 39,758
県補助金 保育所運営費県支出金 35,211 38,744 19,879

乳児保育促進等事業 3,019 1,497 753
延長保育促進事業 4,462 4,696 4,979
一時保育促進基盤事業 243 495 674
障害児保育対策事業 1,779 － －

負担金 保育料 130,865 123,016 120,576
雑　入 一時保育利用料等 2,759 3,401 3,260
合　計 248,760 249,337 189,879

（表３） 歳出 （年度比較）　　　　　　（単位 ： 千円）

区分 H14 H15 H16 ※職員人件費含む。
※平成16年度は、このほか
　にひがしね保育園の大規
　模改修を実施したことに
　よる普通建設事業費
　112,697千円を支出。

保育園費 485,162 477,082 459,812
（内あらと保育園

運営委託料）
（120,537）（127,318）（134,766）

特別保育事業費 40,704 37,297 33,683

し
て
な
い
こ
と
か
ら
減
少
し
て
い

る
も
の
の
、
各
保
育
園
に
嘱
託
職

員
や
臨
時
職
員
を
配
置
し
な
が
ら
、

国
の
定
め
る
最
低
基
準
を
超
え
た

配
置
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
保
育
所
運
営
経
費

　

保
育
園
の
運
営
経
費
は
、
国
が

定
め
る
経
費
か
ら
国
が
定
め
る
保

育
料
を
引
い
た
額
の
２
分
の
１
を

国
が
、
４
分
の
１
ず
つ
を
県
と
町

が
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
16
年
度
か
ら
、
公

立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
国
県
負

担
金
は
廃
止
さ
れ
、
交
付
税
な
ど

へ
の
算
入
措
置
と
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
歳
入
に
つ
い
て
は

�

本
町
�
�
�
�
�
子
�
�
�
家
庭
�
取
�
巻
�
環
境
�
�
核
家
族
化
�
進
展
�
子
育
�
観
�
�
�

�
�
�
�
�
�
多
様
化
�
�
�
伴
�
大
�
�
変
化
�
�
�
�
�
総
�
�
地
域
社
会
�
�
�
�
子
育
�

機
能
�
希
薄
化
�
指
摘
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
白
鷹
町
�
平
成
16
年
度
�
出
生
数
�
�
�
�
人
�

合
計
特
殊
出
生
率
�
�
�
53
�
�
�
�
平
成
17
年
度
�
出
生
数
�
90
人
程
度
�
予
想
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
少
子
高
齢
社
会
�
�
�
�
�
多
様
化
�
�
保
育
�
�
�
�
対
応
�
�
子
�
�
�
�
�

健
�
�
�
成
長
�
�
�
保
育
環
境
�
整
備
�
図
�
�
�
�
�
�
将
来
�
�
�
�
柔
軟
�
�
効
率
的
�

保
育
所
�
運
営
�
�
�
�
�
�
白
鷹
町
�
保
育
所
�
�
�
方
�
�
�
�
現
在
検
討
�
�
�
�
�
�

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

こ
の
基
本
方
針
に
対
し
て
町
民

の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
ご
意
見
を
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
見
の
提
出
は
、
２
月
28
日（
火
）

を
し
め
き
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。（
広
報
直
通
便
な
ど
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
児

童
係
（
☎
86

－

０
２
１
２
）

※転入・転出は含まないため、
　現在の児童数とは異なる。
※平成17年度については、母
　子手帳交付状況より推計

（表４） 園児数の推移 （人）　　　　　　　　　　　（４月１日の入所状況）

区分 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18
0 歳児 11 7 6 11 16 14 11 14 10 18

1 ～ 2 歳児 51 57 55 75 75 71 82 77 78 85
3 歳以上児 478 473 466 440 420 420 400 398 416 403

※平成18年度については、 １月31日現在の申し込み状況より。

進
す
る
た
め
に
「
白
鷹
町
公
立
保

育
所
民
営
化
基
本
方
針
（
案
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。
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白
鷹
町
公
立
保
育
所

民
営
化
基
本
方
針
�
案
�

１
．
保
育
に
対
す
る

基
本
的
な
考
え
方

　

本
町
の
保
育
は
、
保
育
園
で
の

養
護
に
加
え
て
、
教
育
の
視
点
に

も
配
慮
し
な
が
ら
保
育
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。
昭
和
46
年
当
時
は
、

へ
き
地
保
育
所
等
も
あ
り
、
公
立

８
園
、
私
立
１
園
と
い
う
体
制
の

中
、
町
内
ど
の
地
域
に
お
い
て
も

等
し
く
同
水
準
の
保
育
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
公
立
保
育
園
が
中
心

と
な
り
、
施
設
長
部
会
、
保
育
士

部
会
、
保
護
者
部
会
か
ら
な
る
町

保
育
協
議
会
を
設
立
し
、
公
立
・

私
立
合
同
で
保
育
士
の
研
修
や
研

究
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、
保

育
水
準
の
向
上
や
環
境
の
整
備
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
全
保
育
園

が
合
同
で
、
そ
れ
ぞ
れ
部
門
毎
、

テ
ー
マ
を
設
け
定
期
的
に
研
修
を

行
う
こ
と
は
、
他
で
は
見
ら
れ
な

い
優
れ
た
取
り
組
み
で
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
保
育
園
は
学
区

に
近
い
形
で
設
置
さ
れ
て
お
り
、

園
に
よ
っ
て
は
後
援
会
組
織
や
地

区
か
ら
の
支
援
な
ど
、
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
運
営
が
な
さ
れ
て
い

る
こ
と
も
本
町
保
育
の
特
徴
で
す
。

　

さ
ら
に
、
重
度
の
障
害
を
持
つ

児
童
で
も
、
健
常
児
と
と
も
に
入

所
し
、
と
も
に
成
長
す
る
統
合
保

育
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。
現
在
、

ひ
が
し
ね
保
育
園
に
お
い
て
障
害

を
持
つ
児
童
が
入
所
し
て
お
り
、

健
常
児
と
の
交
流
の
中
か
ら
人
を

思
い
や
る
気
持
ち
や
助
け
合
い
心

が
自
然
に
醸
成
さ
れ
、
子
ど
も
の

成
長
や
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

社
会
づ
く
り
の
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
、
本
町
に
お
い

て
も
保
育
園
の
保
護
者
の
雇
用
・

勤
務
形
態
の
多
様
化
が
進
み
、
保

護
者
の
保
育
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
子
化
の
影

響
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
に
よ
り
、
家
庭
・
地
域
で
の
育

児
機
能
が
低
下
し
、
児
童
が
他
の

子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
場
も
少
な

く
な
る
な
ど
社
会
性
を
育
む
場
が

減
少
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
核

家
族
化
の
進
行
に
よ
り
、
保
護
者

が
身
近
に
相
談
相
手
が
い
な
い
な

ど
子
育
て
に
関
す
る
不
安
や
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
て
お
り
、
育
児
相
談

や
情
報
提
供
な
ど
の
役
割
が
増
大

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
保
育
ニ

ー
ズ
に
対
し
、
保
育
園
が
柔
軟
に

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
で
き
る
か

が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
が
進
め
る
経
済
財
政

構
造
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の

抑
制
や
国
庫
負
担
金
の
一
般
財
源

化
な
ど
に
よ
り
、
本
町
の
財
源
環

境
は
非
常
に
厳
し
く
、
ま
た
、
少

子
化
に
よ
る
児
童
数
の
減
少
な
ど

に
よ
り
保
育
コ
ス
ト
が
増
大
し
、

負
担
と
サ
ー
ビ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
の

維
持
が
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
保
育
園
は
家
庭
に
お
い
て

保
育
に
欠
け
る
児
童
を
家
庭
の
保

護
者
に
か
わ
っ
て
保
育
を
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
児
童
福
祉
施
設

で
あ
り
、
通
園
す
る
児
童
の
心
身

の
健
全
な
発
達
を
図
る
役
割
も
有

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
乳
幼
児

が
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形
成
の
基

礎
を
培
う
極
め
て
重
要
な
時
期
に
、

そ
の
生
活
時
間
の
大
半
を
過
ご
す

と
こ
ろ
で
あ
り
、
児
童
を
心
身
と

も
に
健
や
か
に
育
成
す
る
責
務
は

町
が
担
う
考
え
方
を
基
本
に
、
本

町
の
特
徴
的
な
保
育
を
堅
持
し
、

さ
ら
に
増
大
す
る
保
育
需
要
に
対

応
す
る
た
め
に
、
今
あ
る
保
育
園

の
運
営
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直

し
を
行
い
、
自
主
・
自
立
を
基
調

に
し
た
持
続
可
能
な
保
育
所
運
営

を
確
立
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

２
．
民
営
化
の
目
的

　

増
大
す
る
保
育
需
要
に
対
し
、

限
り
あ
る
財
源
の
中
で
対
応
し
て

い
く
に
は
、
公
立
保
育
園
と
民
間

保
育
園
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
活
か

し
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
民
間
保
育
園
の
特

色
と
し
て
は
、
①
各
園
の
判
断
で

柔
軟
な
対
応
が
で
き
、
保
育
内
容

等
に
独
自
性
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
。
②
公
立
保
育
園
（
公
立
は
予

算
制
度
や
行
政
組
織
と
し
て
の
制

約
が
あ
り
、
意
思
決
定
に
時
間
が

か
か
る
点
や
公
立
と
し
て
の
均
一

的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
求
め
ら
れ
、

園
ご
と
の
異
な
る
対
応
が
難
し
い

面
が
あ
る
）
と
比
較
し
て
臨
機
応

変
な
対
応
が
可
能
で
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
保
育
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
に

つ
い
て
も
柔
軟
に
対
応
で
き
、
新

た
な
雇
用
の
場
の
創
出
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
民
間
活
力

を
導
入
し
、
多
様
な
就
労
形
態
や

生
活
ス
タ
イ
ル
に
対
応
で
き
る
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
い
、
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
保
育
環
境
の
整
備
を
図
る
と
と

も
に
、
将
来
に
わ
た
り
柔
軟
か
つ

効
率
的
な
保
育
所
運
営
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
少
子
化
に
よ
る
保
育

園
児
の
減
少
と
コ
ス
ト
の
関
連
も

考
慮
し
公
立
保
育
園
の
民
営
化
を

推
進
す
る
も
の
で
す
。

３
．
民
営
化
の
進
め
方

○
情
報
提
供

　

地
域
住
民
、
保
護
者
等
へ
必
要

な
情
報
を
積
極
的
に
提
供
し
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る

な
ど
十
分
な
説
明
と
話
し
合
い
を

持
つ
。

○
既
に
入
園
し
て
い
る
児
童
に
配

慮
し
、
保
育
内
容
・
行
事
な
ど
の

保
育
環
境
に
つ
い
て
急
激
な
変
更

を
行
わ
な
い
。

○
具
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
は
、

本
方
針
を
踏
ま
え
た
実
施
計
画
を

策
定
し
、
具
体
的
な
選
定
方
法
な

ど
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
等
と
協

議
し
な
が
ら
計
画
的
に
進
め
る
。

４
．
民
営
化
の
年
次
計
画

　

特
段
の
状
況
変
化
・
事
情
変
更

が
な
い
限
り
、
平
成
20
年
度
に
１

園
を
民
営
化
し
ま
す
。
そ
の
後
に

つ
い
て
は
、
民
営
化
園
に
お
け
る

効
果
及
び
各
地
域
に
お
け
る
保
育

ニ
ー
ズ
等
の
状
況
を
踏
ま
え
、
検

討
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

５
．
選
定
の
考
え
方

○
信
頼
で
き
る
公
的
性
格
の
強
い

団
体
が
望
ま
し
い
。

○
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
手
続
き

の
公
平
性
と
透
明
性
を
確
保
す
る
。

○
町
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果

た
す
。
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●
募
集
す
る
審
議
会
等
委
員
の
職

務
と
人
数
、
応
募
資
格
な
ど

白
鷹
町
社
会
教
育
委
員
�
兼
�

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

�
社
会
教
育
委
員

�

社
会
教
育
�
関
�
研
究
調
査
等

�
行
�
�
教
育
委
員
会
�
諮
問
等

�
応
�
意
見
�
述
�
�
機
関
�
�
�

�
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

�

教
育
委
員
会
�
諮
問
�
応
�
�

公
民
館
�
�
�
�
各
種
�
事
業
�

企
画
実
施
�
�
�
調
査
審
議
�
�

機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
25
歳
以
上
�
�
�

�
年
10
回
程
度
�
研
修
�
会
議
等

�

�
出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
部
署�

教
育
委
員
会
中
央

公
民
館
地
域
振
興
推
進
係
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

白
鷹
町
地
区
公
民
館
運
営
委
員

会
委
員

�

地
区
公
民
館
事
業
�
企
画
立
案
�

実
施
�
�
�
�
�
�
�
�
�
予
算

及
�
決
算
�
�
�
�
審
査
�
�
機

関
�
�
�

�
募
集
人
員�

各
地
区
公
民
館
�
人

�
応
募
資
格

�
各
地
区
公
民
館
�
管
轄
�
�
区

�

域
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
25
歳
以
上
�
�
�

�
年
12
回
程
度
�
事
業
�
会
議
等

�

�
出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
部
署�

教
育
委
員
会
中
央

公
民
館
地
域
振
興
推
進
係
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

白
鷹
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

�

教
育
委
員
会
�
諮
問
�
応
�
�

文
化
財
�
保
存
及
�
活
用
�
�
�

�
�
調
査
審
議
�
�
機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
25
歳
以
上
�
�
�

�
年
�
回
程
度
�
会
議
等
�
出
席

�

�
�
�
�
�

�
所
管
部
署�

教
育
委
員
会
文
化

振
興
係
�
☎
85

�

�
�
�
�
�

白
鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委
員

会
委
員

�

病
院
事
業
管
理
者
�
諮
問
�
応

�
�
病
院
事
業
等
�
運
営
�
関
�

�
審
議
�
�
機
関
�
�
�

�
募
集
人
員�

�
人

各
種
審
議
会
等
委
員
�
募
集
�
�
�

�
応
募
資
格

�
町
内
�
住
所
�
有
�
�
応
募
時

�

点
�
満
20
歳
以
上
�
�
�

�
年
�
�
�
回
程
度
�
会
議
等
�

�

出
席
�
�
�
�
�

�
所
管
部
署�

町
立
病
院
事
務
局

�
☎
85

�
�
�
�
�
�

●
応
募
資
格
（
共
通
事
項
）

◆
原
則
と
し
て
、
白
鷹
町
の
他
の

審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
こ
と

◆
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

い
こ
と

◆
次
の
基
準
を
満
た
す
か
た

①
納
税
（
町
税
等
）
義
務
を
満
た

　

し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
被
法
定
後
見
人
、
被
法
定
保
佐

　

人
、
被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ

　

と
⑤
執
行
中
の
犯
罪
が
な
い
こ
と

●
任
期　

平
成
18
年
４
月
１
日
〜
平
成
20
年

３
月
31
日
（
白
鷹
町
病
院
事
業
等

運
営
委
員
会
は
平
成
18
年
７
月
１

日
〜
平
成
20
年
６
月
30
日
）

●
応
募
方
法　

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
所
管
部
署
に
提

出
く
だ
さ
い
。（
応
募
要
項
・
応
募

用
紙
は
各
所
管
部
署
に
あ
り
ま
す
。

応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

●
応
募
締
め
切
り

　

３
月
３
日（
金
）当
日
消
印
有
効

●
選
考
方
法　

　

委
員
等
選
考
審
査
会
で
審
査
の

う
え
選
考
し
ま
す
。

●
審
査
結
果

　

応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

◆
身
分　

町
の
非
常
勤
特
別
職

◆
委
員
報
酬

①
白
鷹
町
社
会
教
育
委
員

：
　

年
１
万
２
０
０
０
円

②
白
鷹
町
公
民
館
運
営
審
議
会
委

　

員

：

年
９
６
０
０
円

③
白
鷹
町
地
区
公
民
館
運
営
委
員

　

会
委
員

：

年
２
万
円

④
白
鷹
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委

　

員

：

年
１
万
６
０
０
０
円

⑤
白
鷹
町
病
院
事
業
等
運
営
委
員

　

会
委
員

：

一
日
６
０
０
０
円

（
会
議　

時
間
が
４
時
間
未
満
の

　

場
合
は
一
日
３
０
０
０
円
）

◆
各
審
議
会
等
の
委
員
は
、
町
の

非
常
勤
特
別
職
に
任
命
さ
れ
ま
す

の
で
、
白
鷹
町
個
人
情
報
保
護
条

例
第
３
条
第
２
項
の
適
用
を
受
け

る
と
と
も
に
、
同
条
例
の
規
定
に

違
反
し
た
場
合
（
職
務
上
知
り
得

た
個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合

等
）
は
罰
則
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

協
働
�
�
�
�
�
�
条
例
�
規
定
�
�
�
公
募

結
婚
相
談
員
�
募
集
�
�
�

●
活
動
内
容　

結
婚
に
関
す
る
相

談
・
仲
人
活
動
な
ど

●
任
期　

平
成
18
年
４
月
１
日
〜

平
成
20
年
３
月
31
日

●
募
集
人
員　

15
人
程
度

●
応
募
資
格

(1)
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

点
で
満
20
歳
以
上
の
か
た

(2)
結
婚
問
題
に
熱
意
と
関
心
が
あ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

で
き
る
か
た

(3)
原
則
と
し
て
月
１
回
程
度
の
会

議
に
出
席
で
き
る
か
た

(4)
次
の
基
準
を
満
た
す
か
た

①
納
税
（
町
税
等
）
義
務
を
満
た

　

し
て
い
る
こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
被
法
定
後
見
人
、
被
法
定
保
佐

　

人
、
被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ

　

と
⑤
執
行
中
の
犯
罪
が
な
い
こ
と

●
応
募
締
め
切
り

　

３
月
３
日（
金
）当
日
消
印
有
効

●
そ
の
他　

応
募
方
法
、
選
考
方

法
、
審
査
結
果
は
上
記
の
各
種
審

議
会
等
委
員
の
募
集
と
同
じ
で
す
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振

興
課
商
工
振
興
係
（
☎
85

－

６
１

３
６
）
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環
境
�
�
�
�

　

経
済
産
業
省
よ
り
ア
ス
ベ
ス
ト

が
使
用
さ
れ
て
い
る
家
庭
用
品
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
一
部
の
火
鉢

の
灰
を
除
き
、
通
常
の
使
用
で
は

飛
散
の
危
険
は
な
い
と
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
分
解
や
破

壊
を
す
る
と
飛
散
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
取
り
扱
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
不
要
に
な
っ
た
場

合
で
も
分
解
や
破
壊
を
し
な
い
で

従
来
ど
お
り
不
燃
ゴ
ミ
ま
た
は
粗

大
ゴ
ミ
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
主
な
家
庭

用
品

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
照
明
器

具
�
健
康
器
具
�
除
湿
乾
燥
機
�

衣
類
乾
燥
機
�
食
器
洗
�
乾
燥
機
�

洗
濯
機
�
電
気
�
�
�
�
電
気
�

�
�
�
足
温
器
�
電
気
�
�
�
�

�
�
�
�
電
気
�
�
�
�
冷
蔵
庫
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
自
転
車
�
�
�
�
�
�

電
動
自
転
車
�
耐
火
金
庫
�
換
気

扇
�
電
気
炊
飯
器
�
電
気
鍋
�
電

磁
調
理
器
�
温
水
洗
浄
便
座
�
�

�
�
�
�
�
�
製
魔
法
瓶
�
火
鉢

用
付
属
石
綿
灰

●
注
意
事
項

�
前
記
�
製
品
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
使
用
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
製

造
年
�
�
�
�
�
異
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
使
用
�
�
�
�

�
家
庭
用
品
�
詳
�
�
�
�
�
�

�
品
番
�
経
済
産
業
省
�
�
�
�

�
�
�
�
掲
載
�
�
�
�
�
�
�

�
不
明
�
場
合
�
�
経
済
産
業
省

�
�
�
各
�
�
�
�
�
�
問
�
合

�
�
�
�
�
�
�
�

�
火
鉢
用
付
属
石
綿
灰
�
�
風
�

�
�
�
�
飛
散
�
�
恐
�
�
�
�

�
�
�
�
�
通
常
�
使
用
�
�
注

意
�
必
要
�
�
�
処
分
�
�
�
場

合
�
役
場
町
民
税
務
課
�
�
�
�

環
境
推
進
係
�
�
相
談
�
�
�
�
�

�
☎
85

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
含
�家

庭
用
品
�
取
�
扱
�

　

美
し
い
し
ら
た
か
を
未
来
の
子

ど
も
た
ち
へ
…

　

町
で
は
、
町
環
境
基
本
計
画
を

推
進
す
る
た
め
、
白
鷹
町
の
住
み

よ
い
美
し
い
環
境
を
と
も
に
考
え

と
も
に
つ
く
る
仲
間
を
募
集
し
ま

す
。
気
軽
に
語
り
合
い
な
が
ら
町

が
目
指
す
環
境
像
を
実
現
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

募
集
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
募
集
す
る
委
員
の
名
称

白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推
進
会

議
委
員

●
組
織
構
成

　

こ
の
会
議
は
「
地
球
温
暖
化
対

策
部
会
」
と
「
ご
み
減
量
化
対
策

部
会
」
の
二
部
会
で
構
成
し
、
い

ず
れ
か
の
部
会
に
所
属
い
た
だ
き

ま
す
。
な
お
、
ご
み
減
量
化
対
策

部
会
に
所
属
さ
れ
た
か
た
に
は
、

兼
ね
て
廃
棄
物
減
量
等
推
進
員
を

ご
委
嘱
し
ま
す
。

●
募
集
人
員

　

５
人
程
度
（
委
員
定
数
20
人
以

内
の
う
ち
の
５
人
）

●
任
期

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

20
年
３
月
31
日
ま
で

●
応
募
資
格

(1)
町
内
に
住
所
を
有
し
、
応
募
時

点
で
満
20
歳
以
上
の
か
た

(2)
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
省
エ
ネ
等
の

環
境
問
題
に
興
味
の
あ
る
か
た

(3)
年
６
〜
８
回
程
度
の
会
議
・
啓

蒙
活
動
・
お
よ
び
イ
ベ
ン
ト
に
出

席
で
き
る
か
た

(4)
白
鷹
町
の
議
員
及
び
職
員
で
な

い
か
た

(5)
次
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か

た①
納
税
の
義
務
を
果
た
し
て
い
る

　

こ
と

②
公
民
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
破
産
宣
告
を
受
け
て
い
な
い
こ

　

と
④
被
法
定
後
見
人
、
被
法
定
補
佐

　

人
、
被
法
定
補
助
人
で
な
い
こ

　

と
⑤
執
行
中
の
犯
罪
等
が
な
い
こ
と

●
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
役
場
町
民
税
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
応
募

用
紙
は
町
民
税
務
課
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

●
応
募
締
切　

　

２
月
28
日（
火
）当
日
消
印
有
効

●
そ
の
他

（
１
）応
募
者
多
数
の
場
合
は
、「
公

募
に
よ
る
白
鷹
町
審
議
会
等
委
員

選
考
に
か
か
る
基
準
」
を
準
用
し

選
考
の
う
え
、
結
果
を
通
知
し
ま

す
。

（
２
）委
員
に
は
年
間
の
活
動
に
対

し
、
謝
礼
を
お
あ
げ
す
る
予
定
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
税
務
課　

く
ら
し
・
環
境
推
進
係
（
☎
85

－

６
１
３
１
）

�
白
鷹
町
美
�
�
郷
�
�
�
推
進
会
議
��

委
員
�
募
集
�
�
�
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白鷹町の元気・笑顔100歳！
～町の歴史を見つめ、３万６０００日～

　１月５日、６日、今年100歳（数え年）を迎えられるかたがたに、町から記念品の打ち出の小づち

と祝い金が贈られました。

　８人の元気な皆さんが100歳を迎えられます。本当におめでとうございます。これからもお元気で

お過ごしください。

鈴木　富貴さん（十王）
明治40年１月１日生まれ

渡辺　せつさん（下山）
明治40年３月26日生まれ

菊地　三郎さん（十王）
明治40年４月12日生まれ

小島　　勝さん（鮎貝）
明治40年９月13日生まれ

小関はるゑさん（十王）
明治40年５月11日生まれ

梅津　セツさん（荒砥）
明治40年11月９日生まれ

布施　きゑさん（中山）
明治40年11月12日生まれ

清野くにゑさん（荒砥）
明治40年11月15日生まれ

どうぞこれからもお元気で。
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ＳＴＯＰ ＴＨＥ 滞納 !
～税・各種使用料の納め忘れはありませんか？～

　町民の皆さんに納めていただいている町税や使用料は、まちづくりの貴重な財源です。町では町税、各種
使用料等、負担の公平を確保するために督促、催告、訪問、調査などを実施しています。また、収納率向上
対策委員会を開催し、収納率の向上策を検討しています。

　町は、貴重な財源となる税収等の確保と町民

一人ひとりの公平性を保つために次のような収

納対策に取り組んでいます。

≪口座振替の推進≫
　納め忘れがないように、町税等の納付には簡

単で便利な口座振替をお勧めしています。毎月

金融機関を訪れる手間も省けますので、お忙し

いかたにも便利です。

≪早期の電話催告≫
　納め忘れがないように、督促状発送前後に電話による早めの催告をさせていただきます。

≪早めの納付相談≫
　病気や事業不振などでどうしても期限内に納付できないかたには、納付相談を実施しています。分割納付

などの緩和制度がありますので、お早めにご相談ください。

≪滞納をそのままにしておくと≫
項　　目 内　　　　　容 お問い合わせ

町税 財産調査をふまえたなかで、給与・預金・還付金の差押、
不動産の差押、差押財産の強制換価（公売の実施 )

町民税務課収納係
 （☎85 － 6106）

国民健康保険税 ①有効期間の短い「短期被保険者証」の交付
　（白鷹町の場合３カ月）
②滞納１年で被保険者証の変換「被保険者資格証明書」
　の交付（その場合、医療費は全額自己負担となり、
　あとで国保から払戻を受ける）
③滞納１年半で保険給付が制限されることがあります
④財産調査をふまえたなかで、給与・預金・還付金の
　差押、不動産の差押、差押財産の強制換価（公売の
　実施）

町民税務課収納係
 （☎85 － 6106）
町民税務課国保医療係
 （☎85 － 6130）

上下水道料 給水停止 建設水道課水道係
 （☎85 － 6137）

下水道受益者負担金 税に準ずる 建設水道課下水道係
 （☎85 － 6138）

町営住宅使用料 保証人への請求、納入できない場合は明渡し 建設水道課管理係
 （☎85 － 6140）

介護保険料 町税に準じた滞納処分、保険給付の支払方法の変更、
保険給付の一時差止めなど

健康福祉課介護支援係
 （☎86 － 0112）

保育料 個別に納付計画の相談 健康福祉課児童係
 （☎86 － 0212）

税・各種使用料の収納額と収納率

年度

収納額（百万円）

80.0
82.0
84.0
86.0
88.0
90.0
92.0
94.0
96.0
98.0

100.0
収納率（%）

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

H13 H14 H15 H16

納付額

収納率
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山
形
県
統
計
協
会
長
�
山
形

県
知
事
�
表
彰

　

統
計
調
査
員
と
し
て
各
種
統
計

調
査
に
永
年
従
事
さ
れ
、
功
績
が

顕
著
な
か
た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

山
形
県
統
計
協
会
長
表
彰
状

　

片
山　

政
明
さ
ん
（
高
玉
）

　

加
藤　

嘉
郎
さ
ん
（
鮎
貝
）

　

渋
谷
佐
次
郎
さ
ん
（
十
王
）

　

田
中　

五
郎
さ
ん
（
畔
藤
）

同　

感
謝
状

　

金
田　

太
久
さ
ん
（
高
玉
）

　

鈴
木　
　

護
さ
ん
（
横
田
尻
）

　

岡
部　

吉
次
さ
ん
（
山
口
）

　

吉
村　

藤
一
さ
ん
（
山
口
）

　

後
藤　

吉
助
さ
ん
（
鮎
貝
）

　

鈴
木　

良
材
さ
ん
（
鮎
貝
）

　

新
野　

次
夫
さ
ん
（
荒
砥
甲
）

　

小
林　

幸
一
さ
ん
（
荒
砥
乙
）

　

菅
原　

隆
男
さ
ん
（
荒
砥
乙
）

　

大
木　

光
男
さ
ん
（
荒
砥
乙
）

　

青
木　

正
弘
さ
ん
（
十
王
）

　

細
矢　

雄
一
さ
ん
（
十
王
）

　

梅
津　
　

博
さ
ん
（
萩
野
）

　

菅
原　

有
一
さ
ん
（
畔
藤
）

　

平　
　
　

博
さ
ん
（
浅
立
）

同　

感
謝
状
（
退
職
者
）

　

五
十
嵐
政
司
さ
ん
（
高
玉
）

　

樋
口　

重
吉
さ
ん
（
高
玉
）

　

土
屋　

俊
夫
さ
ん
（
横
田
尻
）

　

小
関　
　

篤
さ
ん
（
菖
蒲
）

　

安
部　
　

純
さ
ん
（
下
山
）

　

竹
田　

忠
吾
さ
ん
（
萩
野
）

　

衣
袋
庄
三
郎
さ
ん
（
畔
藤
）

　山口地区において、地域版の総合計画づ
くりが始められました。これは、地区をよ
り住みやすく楽しいものにしていくため、
さまざまな分野にある課題や問題を洗い出
し、解決に結びつけるもので、地区内の住
民一人ひとりの力を生かした計画の策定を
目指しています。１月22日には、山口公民
館で説明会が行われ、約60人のかたがたが
参加しました。今年度中に部会を組織し、
18年度から協議を始める予定です。

地
域
�
�
�
�
実
践
�
協
働
�
�
�
�
�
�

�
山
口
�
里
総
合
計
画
��
�
�
�
�
�
�
�

　１月14日、中央公民館で、白鷹町体育協
会創立50周年記念式典が開かれました。当
協会は昭和30年に設立以降、町のスポーツ
振興と健康増進のためにさまざまな活動を
展開し、特に平成４年のべにばな国体の成
年女子ソフトボール競技の中心となり大会
の成功に貢献されました。式では、平成17
年度のたくさんのかたがたの表彰のあと、
昨年30年勤続体育委員全国表彰を受賞した
岡田明さんの講演が行われました。

�
�
�
�
白
鷹
�
飛
躍

白
鷹
町
体
育
協
会
創
立
50
周
年
記
念
式
典

白
鷹
町
交
通
安
全
母
�
会
�

長
井
警
察
署
長
感
謝
状
受
賞

　

町
交
通
安
全
母
の
会
は
、
地
域

の
交
通
安
全
に
寄
与
す
る
た
め
、

啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
と
く
に
、
高
齢
者
交
通
安
全

教
室
や
高
齢
者
世
帯
訪
問
事
業
な

ど
に
お
い
て
は
、
地
域
の
お
年
寄

り
に
対
し
て
の
き
め
細
か
な
呼
び

か
け
を
行
う
な
ど
、
交
通
安
全
・

防
犯
の
推
進
に
取
り
組
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
功
績
が
、
警
察
活
動

へ
の
協
力
と
し
て
評
価
さ
れ
、
こ

の
た
び
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
山
形
�

統
計
功
績
者
大
臣
表
彰
受
賞

　

㈱
ア
ー
レ
ス
テ
ィ
山
形
が
、
厚

生
労
働
省
が
行
う
「
毎
月
勤
労
統

計
調
査
」
に
お
い
て
、
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
労
働
者
の
賃
金
、

労
働
時
間
、
雇
用
に
つ
い
て
毎
月

の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、

常
用
労
働
者
を
５
人
以
上
雇
用
し

て
い
る
指
定
さ
れ
た
事
業
所
に
お

い
て
毎
月
調
査
・
報
告
さ
れ
ま
す
。

　

貴
社
は
そ
の
指
定
事
業
所
と
し

て
、
平
成
16
年
度
調
査
に
協
力
さ

れ
、
そ
の
報
告
が
優
秀
で
あ
っ
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。



　　 広報しらたか　2006.2.10●13

�
功
労
賞

遠
藤
秀
彦
さ
ん

（
白
鷹
町
ス
キ
ー
連
盟
会
長
）

　

白
鷹
町
ス
キ
ー
連
盟
会
長
・
指

導
部
長
と
し
て
、
ス
キ
ー
場
開
設

を
は
じ
め
広
く
本
町
ス
キ
ー
の
普

及
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

守
谷
勝
助
さ
ん

（
白
鷹
町
剣
友
会
会
長
）

　

白
鷹
町
剣
友
会
会
長
と
し
て
、

町
剣
道
の
普
及
振
興
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

高
野
節
子
さ
ん

（
元
白
鷹
町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
会
長
）

　

白
鷹
町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
会
長
と
し
て
、
同
会
設
立
は
じ

め
広
く
本
町
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
普
及
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

�
指
導
功
績
賞

小
形
富
治
男
さ
ん

（
陸
上
競
技
指
導
者
）

　

白
鷹
町
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
の
指
導

者
と
し
て
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走

大
会
に
連
続
入
賞
な
ど
競
技
技
術

力
向
上
や
底
辺
拡
大
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

�
優
良
団
体
賞

白
鷹
マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ

　

県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
へ
の
選

手
派
遣
や
各
種
大
会
役
員
協
力
を

は
じ
め
町
陸
上
競
技
の
強
化
普
及

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

�
殊
勲
賞

長
谷
川
和
音
さ
ん（
荒
砥
小
５
年
）

第
14
回
全
国
小
学
生
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
山
形
県
大
会
団
体
優
勝

第
14
回
全
国
小
学
生
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
出
場

舩
山
里
穂
さ
ん
（
東
根
小
５
年
）

第
14
回
全
国
小
学
生
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
山
形
県
大
会
団
体
優
勝

第
14
回
全
国
小
学
生
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
出
場

澤
浦
将
光
さ
ん
（
荒
砥
小
６
年
）

山
形
県
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会　

陸
上
１
０
０
０
㍍
優
勝

山
形
県
選
抜
学
童
水
泳
記
録
大
会

小
学
５
・
６
年
50
㍍
自
由
形
優
勝

安
部
瑞
穂
さ
ん　

（
西
中
２
年
）

小
松
志
津
加
さ
ん
（
西
中
２
年
）

齋
藤
彩
香
さ
ん　

（
西
中
２
年
）

齋
藤
由
加
里
さ
ん
（
西
中
２
年
）

初
鹿
麻
依
さ
ん　

（
西
中
２
年
）

安
部
千
裕
さ
ん　

（
西
中
２
年
）

加
藤
木
里
美
さ
ん
（
西
中
２
年
）

小
口　

茜
さ
ん　

（
西
中
２
年
）

樋
口
な
な
え
さ
ん
（
西
中
２
年
）

黒
澤
郁
香
さ
ん　

（
西
中
２
年
）

小
口
眞
衣
さ
ん　

（
西
中
１
年
）

山
形
県
中
学
校
新
人
大
会
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
競
技
優
勝

鈴
木
幸
恵
さ
ん
（
南
陽
高
３
年
）

第
56
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
空
手
競
技
組
手
団
体
優
勝

平
成
17
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
出
場

新
野
真
希
さ
ん
（
南
陽
高
２
年
）

第
56
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
空
手
競
技
組
手
団
体
優
勝

平
成
17
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
出
場

齋
藤
良
樹
さ
ん
（
東
海
大
山
形
高

３
年
）

第
56
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
空
手
競
技
組
手
団
体
優
勝

平
成
17
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
出
場

鈴
木
智
裕
さ
ん
（
東
海
大
山
形
高

２
年
）

第
56
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
空
手
競
技
組
手
団
体
優
勝

平
成
17
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
出
場

鈴
木　

豊
さ
ん（
九
里
学
園
高
３
年
）

第
56
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
陸
上
競
技
４
０
０
㍍
ハ
ー

ド
ル
・
４
＊
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

・
４
＊
１
０
０
㍍
リ
レ
ー
優
勝

平
成
17
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
陸
上
競
技
４
＊
４
０
０

㍍
リ
レ
ー
６
位
入
賞

第
60
回
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技

出
場

樋
口
千
夏
さ
ん（
米
沢
商
業
高
２
年
）

第
56
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
団
体
優
勝

平
成
17
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
出
場

黒
沢
千
晴
さ
ん（
山
形
城
北
高
２
年
）

第
56
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
優
勝

平
成
17
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
ラ
イ
フ
ル
射
撃
競
技
出

場小
形
峰
樹
さ
ん（
山
形
中
央
高
１
年
）

第
56
回
山
形
県
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会
水
泳
競
技
４
０
０
㍍
メ
ド

レ
ー
リ
レ
ー
優
勝

平
成
17
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
水
泳
競
技
出
場

小
川
桂
子
さ
ん（
九
里
学
園
高
２
年
）

山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

陸
上
競
技
３
０
０
０
㍍
競
歩
優
勝

小
口
貴
幸
さ
ん
（
山
形
大
２
年
）

山
形
県
総
合
体
育
大
会
ラ
イ
フ
ル

射
撃
競
技
優
勝

第
60
回
国
民
体
育
大
会
ラ
イ
フ
ル

射
撃
競
技
出
場

高
橋
吉
将
さ
ん
（
東
洋
大
３
年
）

山
形
県
総
合
体
育
大
会
空
手
競
技

組
手
軽
量
優
勝

第
60
回
国
民
体
育
大
会
空
手
競
技

出
場

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
Jr
ス
ポ
少

山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
優
勝

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
）

山
形
県
総
合
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
優
勝

�
栄
光
賞　

田
中
陽
一
さ
ん
（
南
陽
高
２
年
）

平
成
17
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
出

場荒
木　

凌
さ
ん
（
鮎
貝
小
４
年
）

第
14
回
全
国
小
学
生
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
出
場

塚
本
雄
大
さ
ん
（
荒
砥
小
５
年
）

第
14
回
全
国
小
学
生
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
選
手
権
大
会
出
場

�
特
別
賞

笠
井　

清
さ
ん（
白
鷹
陽
光
学
園
）

第
５
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
第

２
位

平
成
17
年
度
白
鷹
町
体
育
協
会
表
彰
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〈子ども編〉

　雪やこんこ、あられやこんこ、ふってもふっても・・・♪♪♪。

　雪の多かった昔、子どもたちは雪のなかで本当に元気に遊んでいました。元気
に遊ぶことは、体力・知力・コミュニケーション・社会力などを学ぶことができ
るので、子どもの健康な暮らしには大変重要です。昔の子どもたちは、学校の寒
休みも３週間ぐらいあり、宿題をせずスキーに明け暮れても、家の人からも学校
の先生からもあまり怒られなかったそうです。昔を思い出して、子どもたちが元
気に遊んでいた、冬の遊びを紹介します。
●スキー　昔は大雪だったので、崖でもなんでも傾斜があればゲレンデになった。
　夕方、暗くなるまで滑って、夜スキーを炉端で乾
　かしワックスやローソクを塗って明日に備えた。
●ソリ乗り　手づくりが主だった。
●竹ビッタ　20㎝位いの長さの太い竹を二つ割りに
　し表面に３つ穴をあけ、緒をつけて滑った。竹の
　スケートの様なもの。
●ゾリ（ズリ）　女子用の下駄のような物の底に竹を
　はり滑りをよくし、爪先にはつま先をつけ、その
　つま先に毛皮がついた立派なものもあった。
昔の代表的な冬遊びです。

　　寒い冬、体を使って元気いっぱい遊びましょう。

「元気ニコニコ推進会議」
掲示板

　元気ニコニコ推進会議は
一昨年の11月に発足しまし
た。健康増進計画を推進す
るための健康づくりを協働
で実践しています。今は、
禁煙・分煙の推進と健康づ
くりための運動から自然の
なかのウォーキングなどを
行っています。健康づくり
の輪を広げる活動に参加し
てみませんか。
　詳しくは、事務局・健康
推進係（☎86－0210）まで
お問い合せください。

元気  

ニコニコ

なるほど情報局
〈子どもの事故防止～安心ガイド！〉

　今年は、例年になく大雪になりました。大人にとって大変な雪も、子ど
もたちにとっては楽しい雪遊びができます。安全に楽しく遊びましょう。
医学の進歩や衛生状況の改善により、病気で亡くなる子どもはかなり少な
くなりました。その反面１歳から９歳までの子どもの死亡原因の第１位は
「不慮の事故」です。死亡にいたらないまでも、事故は多発しています。
これらの事故の大半は子どもに注意力をつけさせることと、環境を整備す
ることで防げます。
●遊ぶときは、以下のことに気をつけて！
　・雪道はいつ転ぶかわかりません。とっさの時に手を使えるように手袋
　　をかけましょう。
　・雪道は、側溝が雪で見えないことが　　
　　あります。足元に十分気をつけましょう。
　・道を横断する時、雪山でよく見えません。
　　フード（帽子）をかぶっていると音もよ
　　く聞こえません。左右をよく確認して渡
　　りましょう。

遊びに出かけるときは、おうちの人に行き先

を伝えて出かけましょう。

竹ビッタ

ズリ
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学
校
紹
介

白
鷹
町
立
東
中
学
校

　

本
校
は
、
今
年
度
で
創
立
35
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
度
の
生

徒
数
は
３
３
９
人
で
、
荒
砥
・
鷹

山
・
中
山
・
東
根
小
学
校
学
区
か

ら
通
っ
て
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
明
る
く
素
直
で
「
き
れ
い
な
学

校
」「
生
き
生
き
し
た
生
徒
の
い
る

学
校
」「
静
か
な
学
校
」「
心
が
か
よ

い
あ
う
学
校
」を
合
い
言
葉
に
、学

習
や
学
校
行
事
、
部
活
動
な
ど
に

ひ
た
む
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

１
月
24
日
の
全
校
朝
会
時
に
、

恒
例
の
進
路
激
励
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
高
校
入
試
な
ど
の
進
路
選

択
を
間
近
に
控
え
た
３
年
生
を
１

・
２
年
生
が
激
励
す
る
会
で
、
何

年
も
前
か
ら
脈
々
と
引
き
継
が
れ

て
い
る
会
で
す
。

　

今
年
も
新
執
行
部
を
中
心
に
準

備
が
進
め
ら
れ
、
当
日
を
迎
え
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
本
番
。
３

年
生
と
１
・
２
年
生
が
対
面
し
た

体
育
館
に
は
、
い
つ
に
も
増
し
て

緊
張
感
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

１
・
２
年
生
は
、
声
高
ら
か
な

激
励
応
援
と
「
明
日
を
目
指
し
て

！
」
の
歌
声
で
３
年
生
に
活
力
を

注
入
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

教
職
員
も
若
手
教
員
を
筆
頭
に

「
震
え
！
」「
震
え
！
」
の
エ
ー
ル

を
贈
り
勇
気
を
与
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
旧
職
員
の
か
た
が
た
か

ら
も
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ

き
、
微ほ
ほ
え笑

ま
し
さ
の
な
か
に
も
目

頭
を
熱
く
し
た
３
年
生
の
表
情
が

非
常
に
印
象
的
で
し
た
。

　

30
分
程
度
の
短
い
会
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
伝
統
を
感
じ
さ
せ
る

東
中
生
徒
の
ま
と
ま
り
と
、
心
の

通
い
合
い
を
十
二
分
に
感
じ
取
れ

る
心
温
ま
る
も
の
で
し
た
。

　

し
か
も
、
こ
の
日
は
例
年
の
よ

う
に
あ
ゆ
茶
屋
さ
ん
か
ら
勝か
ち
ど
き鬨

鮎

を
い
た
だ
く
と
い
う
３
年
生
に
と

っ
て
は
二
重
の
喜
び
を
得
た
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

　

み
ん
な
に
支
え
ら
れ
励
ま
し
て

も
ら
っ
た
３
年
生
。
最
上
川
の
若

鮎
の
ご
と
く
震
え
、
踊
り
、
き
っ

と
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
進
路
の

実
現
を
果
た
し
て
く
れ
る
も
の
と

強
く
信
じ
て
い
ま
す
。

�

急
速
�
進
行
�
�
少
子
高
齢
社

会
�
�
各
分
野
�
�
�
�
大
�
�

影
響
�
及
�
�
�
�
�
�
�
本
町

�
予
想
�
上
回
�
速
�
�
少
子
化

�
進
�
�
次
代
�
担
�
児
童
生
徒

�
教
育
環
境
�
�
�
方
�
大
�
�

課
題
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
踏
�
�
�
昨
年
11
月

�
白
鷹
町
立
小
�
中
学
校
配
置
�

関
�
�
�
白
鷹
町
学
校
教
育
検
討

会
�
�
設
置
�
�
�
�
�
任
期
�

平
成
18
年
11
月
30
日
�
�
�
�
�

26
人
�
�
�
�
�
�
委
員
�
�
委

嘱
�
�
�
�
�
�
�
�
構
成
�
�

小
�
中
学
校
�
保
護
者
及
�
保
育

園
�
教
育
�
地
域
�
産
業
�
関
係

者
�
学
識
経
験
者
�
�
�
�
�
�

�
�

�

早
速
�
12
月
中
旬
�
複
式
学
級

�
�
�
学
校
�
�
校
�
�
学
年
�

学
級
�
持
�
学
校
�
視
察
�
�
実

情
�
把
握
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
去
�
�
月
31
日
�
学
校

教
育
�
基
本
的
�
事
項
�
教
育
的

視
点
�
�
�
�
�
�
研
修
会
�
開

催
�
�
�
�
�
講
師
�
山
形
県
立

女
子
短
期
大
学
�
澤
井
昭
男
学
長

�
�
招
�
�
��
公
立
小
�
中
学
校

�
統
廃
合
�
�
�
�
�
�
�
�
演

題
�
�
指
導
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�

本
位
�
社
会
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
本
位
�
社
会
�
�
�
�
�
�

�
真
剣
�
考
�
�
時
期
�
�
�
�

�
�
学
校
�
地
域
�
人
�
�
�
�

�
�
心
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
内
容
�
印
象
強
�
残
�
�

�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
学
校
教

育
�
環
境
�
�
�
�
�
�
�
�
規

模
�
含
�
議
論
�
深
�
�
�
�
�

�
�
感
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
踏
�
�
�
�
�
本
格

的
�
審
議
�
展
開
�
�
�
�
月
�

�
�
�
方
向
性
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
途
中
経
過

等
�
�
�
�
�
�
広
報
誌
�
�
�

知
�
�
�
�
�
�
考
�
�
�
�
�
�

白
鷹
町
立
小
�
中
学
校
配
置
�
関

�
�
�
意
見
�
�
持
�
�
�
�
�

左
記
�
�
�
願
�
�
�
�
�

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会

学
校
教
育
係
（
☎
85

－

６
１
４
４

・
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
８
３
３
）

町
�
学
校
教
育
�
関
�
�
検
討
�
始
�
�
�
�
�

白
鷹
町
学
校
教
育
検
討
会
の
設
置
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●
平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
、

次
の
年
金
給
付
の
受
給
権
を

有
す
る
戦
没
者
等
の
妻
に
特

別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
○
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
・

　

特
別
扶
助
料

○
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　

法
に
よ
る
遺
族
年
金
・
遺
族
給

　

与
金
（
公
務
傷
病
ま
た
は
勤
務

　

関
連
傷
病
に
よ
る
死
亡
を
支
給

　

事
由
と
す
る
も
の
）

○
旧
令
共
済
組
合
特
別
措
置
法
の

　

殉
職
年
金
な
ど

●
次
の
要
件
を
満
た
す
戦
没

者
の
父
母
・
祖
父
母
に
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

(1)
平
成
15
年
４
月
1
日
現
在
、
次

の
年
金
給
付
の
受
給
権
を
有
す
る

こ
と
。

○
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
・

　

特
別
扶
助
料

○
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

　

法
に
よ
る
遺
族
年
金
・
遺
族
給

　

与
金
（
公
務
傷
病
ま
た
は
勤
務

　

関
連
傷
病
に
よ
る
死
亡
を
給
付

　

事
由
と
す
る
も
の
）

○
旧
令
共
済
組
合
特
別
措
置
法
の

　

殉
職
年
金
な
ど

(2)
戦
没
者
死
亡
後
か
ら
平
成
15
年

３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、
氏
を
同

じ
く
す
る
子
ま
た
は
孫
（
自
然
血

族
）
を
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た

こ
と
。

●
請
求
期
限
は
平
成
18
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

　　
こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
、
時
効
に

よ
り
権
利
が
消
滅
し
、
特
別
給
付

金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
■
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
86

－

０

１
１
１
）

山
形
県
健
康
福
祉
企
画
課
援
護
・

指
導
室　

援
護
恩
給
係
（
☎
０
２

３

－

６
３
０

－

２
２
４
２
）

戦
没
者
等
の
妻
の
か
た
、
父
母
・
祖
父
母
の
か
た
へ　

―

特
別
給
付
金
�
請
求
�
�
済
�
�
�
�―

こぶ

あゆかい保育園

つぶ
やき

つぶ
やき

園児「せんせい、こぶ
4 4

出たので痛い

　　です」

保育士「こぶ
4 4

出だ？それは痛いよね。」

園児「ここ（ひざを見せる）ここさ

　　こぶ出たな。」

保育士「ここはこぶ
4 4

でなく、ひざか
4 4 4

　　ぶ
  4

って言うんだよ。みんな出て

　　いるんだよ。」

園児「ひざかぶ
4 4 4 4

？ほんじゃ、いった

　　ぐない。」

佳
作　

五
十
年
前
の
恋
文
読
み
直
す　
　
　
　
　
　

十　

王　

守
谷　

三
郎

　

〃　

名
を
成
さ
ず
只た
だ

実
直
に
生
き
た
父　
　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

指
差
さ
れ
開
き
直
り
の
自
己
弁
護　
　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

　

〃　

化
粧
直
し
ば
か
り
し
て
い
る
お
年
頃　
　
　

広　

野　

竹
田　

義
子

　

〃　

雪
の
日
も
ふ
れ
あ
い
温ぬ
く

い
直
売
所　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

や
り
直
し
き
か
な
い
年
が
加
速
す
る　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

好
き
な
の
に
素
直
に
な
れ
ず
拗す

ね
て
み
る　

鮎　

貝　

高
橋　
　

正

　

〃　

が
ん
こ
癖く
せ

直
ら
ぬ
ま
ま
に
古こ

き稀
に
な
り　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

時
刻
表
素
直
に
信
じ
乗
り
遅
れ　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

熊
坂　

鷹
史

　

〃　

ま
っ
直
ぐ
な
道
し
か
知
ら
ぬ
親
ゆ
ず
り　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

実
直
に
生
き
た
証
あ
か
し

の
皺し
わ

の
数　
　
　
　
　
　

十　

王　

荒
川　

一
星

　

〃　

真
っ
直
ぐ
な
道
だ
け
で
な
い
人
生
路　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

秀
逸　

正
直
な
頭
こ
う
べ
こ
の
頃
見
か
け
な
い　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

真
っ
直
ぐ
に
歩
く
リ
ハ
ビ
リ
妻
が
杖　
　
　

足
立
区　

川
村
美
智
子

　

〃　

真
っ
直
ぐ
な
意
地
と
意
地
と
が
火
花
す
る　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

正
直
と
貧
乏
連
れ
て　

共
白
髪　
　
　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

　

〃　

直
球
を
投
げ
る
こ
と
し
か
知
ら
ぬ
父　
　
　

十　

王　

川
部　

隆
雄

　

〃　

真
っ
直
ぐ
に
歩
い
て
蟹か
に

は
酔
っ
て
い
る　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

　

〃　

馬
鹿
正
直
た
っ
た
一
つ
の
取
り
柄え

で
す　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

　

〃　

ま
っ
直
ぐ
が
好
き
で
貴
方
に
從つ

い
て
ゆ
く　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

コ
ン
ビ
ニ
で
朝
昼
晩
が
す
ぐ
買
え
る　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

残
り
火
を
抱
い
て
シ
ナ
リ
オ
書
き
直
す　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

五
客　

美
人
で
す
直
射
日
光
避
け
て
ま
す　
　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

産
直
便　

愛
を
北
か
ら
南
か
ら　
　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

躓
つ
ま
づ
い
た
石
と
出
直
し
談
義
す
る　
　
　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

父
の
背
の
正
直
生
き
る
道
し
る
べ　
　
　
　

荒
砥
甲
五
十
公
野
か
を
る

　

〃　

針
の
糸
素
直
に
通
っ
て
は
呉く

れ
ぬ　
　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

人
位　

正
直
な
靴
で
片
減
り
ば
か
り
す
る　
　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

地
位　

愚ぐ
ち
ょ
く直

に
も
農
を
生
き
抜
く
太
い
指　
　
　
　

鮎　

貝　

五
十
公
野
忍

天
位　

正
直
に
生
き
る
道
に
も
矢
が
刺
さ
る　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

軸　

正
直
を
武
器
に
世
渡
る
青
い
空　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
杯

次
回
課
題　

「
野
」
二
月
末
日
ま
で　

「
子
」
三
月
末
日
ま
で

は
が
き
に
三
句　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

直　
　
　
　

樋
口　

一
杯　

選

福の神

　鬼は外、福は内、パラパラパラと

豆の音…♪。

　豆まきの歌を歌い終わって。

保育士「福の神って、どんなの？」

園児「服の紙だべー（指さして）。」

保育士「そうかなあー。」

園児「ちがうよ。目小さくて、ニコ

　　ニコしったなだよね。」

（周囲の子、納得した様子）
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◆売却物件

物件①
所在地 大字横田尻 1412 番８

（元蚕桑駐在所）
地目 宅地
地積 191.32 ㎡　建物付
最低売却価格 1,770,000 円

物件②
所在地 大字中山 1748 番１

（元中山診療所）
地目 宅地
地積 148.53 ㎡　建物付
最低売却価格 580,000 円

物件③
所在地 大字山口 2971 番２

（元佐野公民館跡地）
地目 宅地
地積 99.34 ㎡
最低売却価格 260,000 円

物件④
所在地 大字滝野 1004 番４

（元滝野小学校プール跡地）
地目 宅地
地積 276.17 ㎡
最低売却価格 220,000 円

　※注意
　　地積は、いずれも公簿上のものです。
　　物件の引き渡しは現況有姿となります。

◆説明会
　【第１回】２月20日（月）午後１時30分～
　【第２回】２月21日（火）午後１時30分～
　会場はいずれも役場２階会議室

◆入札日時
　●期日　２月28日（火）
　●時間
　　物件①　午後１時30分～
　　物件②　午後２時～
　　物件③　午後２時30分～
　　物件④　午後３時～
　　会場はいずれも役場２階会議室

問い合わせ
役場総務課生活安全係
（☎85－6122）

町が所有する資産をお譲りします
　町有遊休資産の売却について

◎平成17年分確定申告の受付等について

　所得税の確定申告期間は、２月16日（木）から3月15日（水）までですが、還付申告書は２月15日（水）以前
でも提出できます。また、還付金の受け取りは預貯金口座への振り込みをご利用いただくと便利です。
◎申告書は自分で書いて郵送で！

　税務署では、「申告者が自ら正しい申告と納税を行う」という申告納税制度の趣旨から、確定申告書などの
『自書申告』を推進しています。確定申告書や収支内訳書などは、「確定申告の手引き」や「収支内訳書の書
きかた」などを参考に自分で記載して、できあがった申告書などは、お早めに郵送などで提出してください。
　税務署においても、申告書などを作成するかたのために、記載方法のアドバイスを行うための指導体制を
とっていますが、できるだけご自分で記載したうえでおいでいただくよう、ご理解とご協力をお願いします。
◎インターネットで所得税の申告書が作成できます！

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」で作成した申告書はプリンターで出力後、郵送など
で税務署に提出をお願いします。
◎ご利用ください！便利なｅ－Ｔａｘ！

　所得税・消費税の申告、納税及び申請・届出などの手続きがインターネットでできるようになりました。
　詳しくは、ｅ－Ｔａｘホームページ（http://www.e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

■問い合わせ　長井税務署調査部門所得税担当（☎84－1934）

長井税務署からのおしらせ
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白
鷹
�
工
芸
展

▼
い
つ　

２
月
24
日
（
金
）
〜
26

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
茶
屋

▼
内
容　

白
鷹
紬
、
深
山
和
紙
、

深
山
焼
、
獅
子
頭
彫
り
、
白
鷹
ち

ょ
う
ち
ん
、
米
粒
工
芸
、
ひ
ょ
う

た
ん
な
ど
各
工
房
の
新
作
展
示
・

実
演
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

あ
ゆ
茶
屋
（
☎

85

－

５
５
７
７
）

�
�
�
�
就
職
面
接
会

▼
い
つ　

２
月
22
日（
水
）昼
12
時

30
分
〜
午
後
４
時
（
受
付
時
間

：

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
３
時
）

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
（
山
形
市
）

▼
参
加
対
象　

仕
事
を
お
探
し
の

か
た
（
平
成
18
年
３
月
に
高
校
・

大
学
等
の
卒
業
予
定
者
を
含
む
）

▼
参
加
企
業　

約
１
２
０
社

▼
申
込
方
法　

当
日
、
会
場
受
付

に
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

や
ま
が
た
企
画
調
整
部
門
（
☎
０

２
３

－

６
８
４

－

１
５
２
１
）

地
場
産
米
�
大
豆
�
�
�
造
�
教
室

　

地
場
産
の
米
と
大
豆
を
使
っ
た

み
そ
の
仕
込
み
を
体
験
し
ま
す
。

▼
い
つ

【
第
１
日
目
】
３
月
２
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
第
２
日
目
】
３
月
９
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
12
時
30
分

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁

舎
（
長
井
市
）

▼
内
容

【
第
１
日
目
】
み
そ
造
り
や
米
・

大
豆
に
つ
い
て
の
学
習
、
お
い
し

い
米
・
大
豆
料
理
の
試
食
な
ど

【
第
２
日
目
】
み
そ
仕
込
み
体
験

▼
募
集
人
数　

置
賜
に
在
住
ま
た

は
就
業
す
る
か
た
及
び
そ
の
家
族

で
、
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
か

た
（
30
人
）

＊
初
め
て
の
参
加
者
優
先
。

▼
参
加
費　

２
５
０
０
円
（
約
10

㎏
の
み
そ
が
で
き
ま
す
。）

▼
募
集
期
間　

２
月
20
日
（
月
）

〜
28
日
（
火
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総

合
支
庁
農
業
振
興
課
（
☎
０
２
３

８

－

26

－

６
０
５
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０

２
３
８

－

21

－

６
９
４
１
）

置
賜
協
働
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
活
動

団
体
交
流
会
�

▼
い
つ　

２
月
19
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

南
陽
勤
労
者
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

催　し

第
24
回
白
鷹
�
�
�
場
祭
�

▼
い
つ　

２
月
26
日
（
日
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
営
ス
キ
ー
場

▼
日
程　

　

午
前
10
時
〜
開
会
行
事

　

午
前
10
時
30
分
〜
み
か
ん
拾
い

　

午
前
11
時
30
分
〜
餅
つ
き
大
会

（
運
営
協
力
金
と
し
て
、
餅
ト
レ

ー
代
１
０
０
円
い
た
だ
き
ま
す
）

　

随
時　

お
楽
し
み
抽
選
会

　

昼
12
時
〜
閉
会
行
事

※
祭
り
当
日
は
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
１
時
ま
で
リ
フ
ト
料
金
無
料

※
お
車
で
お
越
し
の
か
た
は
、
係

員
の
指
示
に
従
い
、
付
近
の
迷
惑

に
な
る
よ
う
な
駐
車
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

男
性
�
�
�
�
食
生
活
講
座

　

簡
単
な
酒
の
肴
を
プ
ロ
に
習
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
か
た

も
大
歓
迎
で
す
。

▼
期
日
・
内
容

①
２
月
21
日
（
火
）
和
食　

　

馬
場　

修
さ
ん
（
ひ
さ
ご
）

②
２
月
27
日
（
月
）
中
華　

　

菅　

喜
祐
さ
ん
（
喜
多
楼
）

③
３
月
６
日
（
月
）
洋
食　

　

布
施
隆
志
さ
ん（
ラ
・
ポ
ワ
ー
ル
）

▼
時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　

20
人
（
先
着
）

▼
締
め
切
り　

２
月
17
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
福

祉
課
健
康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２

１
０
）

情
報
�
�
�
�
無
料
開
放
日

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
無
料
で
使

い
放
題
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
い
つ　

毎
月
第
４
土
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

▼
対
象　

ど
な
た
で
も

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
総
合
情

報
セ
ン
タ
ー（
☎
86

－

０
１
５
１
）

�
�
�
村

�
�
�
�
�
�
�
生
�
花
展

　

地
元
の
愛
好
者
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
い
し
い
手
打
ち
そ
ば
も
ど
う
ぞ

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
18
日
（
土
）
〜
19

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

い
き
い
き
深
山
郷
の

ど
か
村

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
深
山

郷
の
ど
か
村（
☎
85

－

０
３
８
０
）

滝
野
�
�
�
�
�

　

趣
の
あ
る
旧
校
舎
で
、
地
元
滝

野
の
そ
ば
名
人
が
打
つ
新
そ
ば
を

食
べ
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

２
月
19
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

滝
野
交
流
館

　
　
　
　

（
旧
滝
野
小
学
校
）

▼
内
容　

地
元
産
の
そ
ば
粉
を
使

っ
た
手
打
ち
そ
ば

▼
費
用　

そ
ば
１
枚
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
内

斎
藤
（
☎
85

－

６
１
３
６
）
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荒
砥
高
校
職
場
体
験
学
習
発
表
会

　

昨
年
９
月
、
町
内
企
業
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
２
年

生
が
職
場
体
験
学
習
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
成
果
の
発
表
会
を
開

催
し
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
い
つ　

２
月
18
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
ど
こ
で　

パ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

①
町
内
23
事
業
所
で
の
職
場
体
験

　

学
習
の
成
果
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

　

シ
ョ
ン

②
事
業
所
・
保
護
者
等
に
よ
る
講

　

評
▼
対
象　

ど
な
た
で
も

▼
参
加
方
法　

当
日
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
高
校
（
☎

85

－

２
１
７
２
）

①
基
調
講
演

②
研
究
会
報
告

・
置
賜
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
研
究

　

会
議
論
の
経
過
報
告

・
協
働
の
ル
ー
ル
に
関
す
る
意
見

　

の
募
集

③
分
科
会　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
相

　

互
の
事
例
の
紹
介
と
テ
ー
マ
に

　

関
す
る
意
見
交
換

④
全
体
会　

各
分
科
会
の
事
例
紹

　

介
と
意
見
交
換
内
容
の
ま
と
め

▼
主
催　

置
賜
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
研
究
会
、
置
賜
総
合
支
庁

▼
締
め
切
り　

２
月
16
日
（
木
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

政
策
改

革
課
政
策
企
画
係
（
☎
85

－

６
１

２
３
）

第
14
回
山
形
県
理
学
療
法
学
術

大
会
市
民
公
開
講
座

　

登
校
拒
否
や
閉
じ
こ
も
り
な
ど

の
子
ど
も
の
治
療
の
体
験
を
も
と

に
し
た
お
話
で
す
。

▼
い
つ　

３
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

▼
ど
こ
で　

長
井
市
置
賜
生
涯
学

習
プ
ラ
ザ
・
舞
と
音
楽
の
ホ
ー
ル

▼
内
容

講
演「
い
や
す
こ
と
・
な
お
す
こ
と
」

講
師　

古
関
光
一
さ
ん
（
国
立
病

院
機
構
山
形
病
院
・
臨
床
心
理
士
）

▼
対
象　

一
般
の
か
た

▼
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

公
立
置
賜
総
合

病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
内

（
☎
０
２
３
８

－

46

－

５
０
０
０

内
線
１
２
３
６
）

排
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
相

談
員
養
成
事
業
公
開
�
�
�
�

▼
い
つ　

３
月
11
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
ィ
ン

グ
大
会
議
室
（
山
形
市
）

▼
内
容

【
事
業
報
告
】

①
日
本
の
強
み
を
活
か
し
た
排
せ

　

つ
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
試
み

②
県
内
各
地
域
の
事
業
参
加
報
告

【
基
調
講
演
】
演
題
「
わ
が
国
の

　

高
齢
者
介
護
に
つ
い
て
」

▼
定
員　

４
０
０
人

▼
費
用　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

長
寿
社
会
課
高
齢
福
祉
係
（
☎
０

２
３

－

６
３
０

－

３
１
２
４
）

�
福
祉
�
�
�
�
�
�育
成
講
座

　

福
祉
の
仕
事
に
就
職
希
望
の
か

た
を
対
象
に
、
現
場
で
必
要
な
基

礎
知
識
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
、

介
護
技
術
を
学
習
し
ま
す
。

▼
日
時
・
会
場

【
第
１
日
目
】

　

３
月
３
日（
金
）午
前
10
時
〜

　

山
形
県
介
護
学
習
セ
ン
タ
ー

【
第
２
日
目
】

　

３
月
４
日（
土
）午
前
10
時
30
分
〜

　

山
形
県
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

両
日
に
参
加
で
き
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
以
上
の

　

資
格
を
有
す
る
か
た

②
こ
れ
か
ら
福
祉
関
係
事
業
所
へ

　

の
就
労
を
目
指
し
て
い
る
か
た

③
介
護
職
と
し
て
就
労
１
年
未
満

　

の
か
た

▼
講
習
内
容
と
日
程

【
第
１
日
目
】

①
講
義
『
社
会
福
祉
の
基
本
と
動

　

向
に
つ
い
て
』

②
介
護
実
技
研
修
『
基
本
的
介
護

　

技
術
の
習
得
』

【
第
２
日
目
】

①
講
義
・
演
習
『
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

　

グ
技
法
に
学
ぶ
高
齢
者
と
の
コ

　

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』

▼
定
員　

40
人

▼
参
加
費　

５
０
０
円（
資
料
代
）

▼
参
加
申
込　

専
用
申
込
様
式
に

よ
り
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

２
月
20
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

社
会
福
祉
協
議
会
・
山
形
県
福
祉

人
材
セ
ン
タ
ー
（
山
形
市
小
白
川

町
２

－

３

－

30
・
☎
０
２
３

－

６

３
３

－

７
７
３
９
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２

３

－

６
３
３

－

７
７
３
０
）

男
性
�
�
�
�

�
背
広
�
脱
�
�
�
�
�
�
�

　

２
０
０
７
年
を
皮
切
り
に
定
年

を
迎
え
る
団
塊
世
代
。
会
社
か
ら

地
域
社
会
へ
活
動
の
場
を
転
換
す

る
中
、
そ
れ
ぞ
れ
が
よ
り
輝
い
て

生
き
る
た
め
に
語
り
合
い
、
考
え
、

新
し
い
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

▼
日
時
・
内
容

【
第
１
回
】
２
月
26
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

「Shall w
e 

地
域
デ
ビ
ュ
ー
？
」

講
師　

文
教
大
学
人
間
科
学
部
教

授　

野
島
正
也
さ
ん

【
第
２
回
】
３
月
12
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

「
パ
ー
ト
ナ
ー
も
私
も
Ｏ
Ｋ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

講
師　

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｌ
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
教
育
実
践
研
究
所
長　

金
香
百

合
さ
ん

▼
会
場　

遊
学
館
（
山
形
市
）

▼
対
象　

団
塊
の
世
代
を
中
心
に

概
ね
50
歳
以
上
の
男
性
（
女
性
も

可
）
30
人
（
原
則
２
回
の
セ
ミ
ナ

ー
に
連
続
参
加
で
き
る
か
た
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
締
め
切
り　

2
月
17
日
（
金
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
☎
０

２
３

－

６
２
９

－

７
７
５
１
）



●20

第
26
回
白
鷹
町
�
�
�
�
�
�

�
�
大
会
参
加
�
�
�
募
集

▼
い
つ　

３
月
５
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
開
始

▼
ど
こ
で　

東
中
学
校
体
育
館

▼
種
目　

一
般
男
子
・
中
学
男
子

・
中
学
女
子

▼
参
加
資
格　

町
内
に
お
住
ま
い

か
、
ま
た
は
通
勤
通
学
し
て
い
る

社
会
人
・
学
生
の
か
た

▼
試
合
方
法

①
原
則
と
し
て
、
地
区
対
抗
ト
ー

　

ナ
メ
ン
ト
方
式

②
中
学
の
部
は
、
東
中
学
校
・
西

　

中
学
校
の
対
抗

▼
締
め
切
り　

２
月
27
日
（
月
）

▼
申
込
方
法　

保
険
料
一
人
２
５

０
円
を
添
え
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
事
務
局
ま
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

＊
大
会
ま
で
練
習
日
を
設
け
て
い

ま
す
。
毎
週
月
・
木
曜
日
夜
８
時

か
ら
東
中
学
校
体
育
館
会
場
で
す
。

お
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
協
会
事
務
局
（
産
業
振
興
課

内　

佐
藤
（
☎
85

－

６
１
２
５
）

�
�
�
�
�
看
護
体
験
�参
加
者

募
集

▼
施
設
・
体
験
日
・
受
入
人
数

①
白
鷹
町
立
病
院

　

５
月
12
日
（
金
）
３
人

②
公
立
置
賜
総
合
病
院

　

５
月
11
日
（
木
）
20
人

＊
県
内
全
59
施
設
で
受
入
予
定

▼
対
象　

高
校
生
以
上
で
初
め
て

参
加
さ
れ
る
か
た

▼
応
募
方
法

①
高
校
生
は
各
高
校
に
申
し
込
む
。

②
高
校
生
以
外
は
、
次
の
内
容
を

　

は
が
き
に
明
記
し
申
し
込
む
。

【
は
が
き
記
載
内
容
】
①
郵
便
番

号
・
住
所
、
②
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

③
性
別
、
④
年
齢
、
⑤
職
業
ま
た

は
学
校
名
、
⑥
電
話
番
号
（
自
宅

と
平
日
日
中
の
連
絡
先
）、⑦
希
望

施
設
名
（
第
２
希
望
ま
で
）、⑧
白

衣
サ
イ
ズ
（
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
）

▼
募
集
期
間　

２
月
20
日
（
月
）

〜
28
日
（
火
）

＊
施
設
毎
の
定
員
に
よ
り
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９
９

0

－

２
４
７
３
山
形
市
松
栄
１

－

５

－

45　

山
形
県
看
護
協
会
「
ふ

れ
あ
い
看
護
体
験
」
担
当
（
☎
０

２
３

－

６
８
５

－

８
０
３
３
）

平
成
18
年
度
�
男
女
共
同
参
画

週
間
�
�
標
語
募
集

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

（
６
月
23
日
〜
29
日
）
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
の
週
間
の
趣
旨
を

募　集

町
営
住
宅
�
柏
原
住
宅
13
号
棟
�

�
入
居
者
募
集

▼
所
在
地　

白
鷹
町
大
字
箕
和
田

１
１
３
６

－

１
９
３

▼
募
集
戸
数　

一
般
用
１
戸
（
木

造
平
屋
・
一
戸
建
）

▼
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ
（
８
＋
８
＋

６
畳
＋
台
所
＋
浴
室
）

▼
家
賃　

月
額
１
万
９
６
０
０
円

〜
４
万
３
２
０
０
円
（
所
得
額
な

ど
に
よ
り
家
賃
が
異
な
り
ま
す
）

▼
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▼
入
居
資
格　

住
宅
困
窮
者
で
、

入
居
す
る
世
帯
の
収
入
が
公
営
住

宅
法
の
基
準
以
下
で
、
同
居
す
る

親
族
が
い
る
か
た

▼
入
居
可
能
日　

３
月
上
旬

▼
募
集
期
間　

２
月
10
日
（
金
）

〜
21
日
（
火
）

▼
申
込
方
法　

建
設
水
道
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
際

に
、
源
泉
徴
収
票
な
ど
の
所
得
が

わ
か
る
も
の
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
管

理
係
（
☎
85

－

６
１
４
０
）

広
く
浸
透
さ
せ
る
た
め
の
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容　

男
女
共
同
参
画
を

テ
ー
マ
に
し
た
標
語

▼
締
め
切
り　

２
月
28
日
（
火
）

（
必
着
）

▼
応
募
方
法　

官
製
は
が
き
、
電

子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

＊
詳
し
く
は
、
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.gender.go.jp

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

内
閣
府

男
女
共
同
参
画
局
（
☎
03

－

３
５

８
１

－

２
０
２
２
）

社
会
福
祉
施
設
�
栄
養
士
募
集

▼
試
験
日
時　

２
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分

▼
会
場　

緑
町
会
館
（
山
形
市
）

▼
選
考
方
法　

作
文
及
び
面
接

▼
応
募
資
格　

昭
和
36
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
管

理
栄
養
士
の
免
許
を
有
す
る
か
た

ま
た
は
平
成
18
年
５
月
末
ま
で
に

当
該
免
許
の
取
得
見
込
み
の
か
た

▼
締
め
切
り　

２
月
17
日
（
金
）

（
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効
）

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

社
会
福
祉
事
業
団
事
務
局
（
☎
０

２
３

－

６
２
３

－

９
１
２
７
）

山
形
県
交
通
安
全
県
民
運
動

新
�
�
運
動
名
�
募
集

　

こ
れ
ま
で
の
交
通
安
全
「
ゆ
と

り
と
ゆ
ず
り
あ
い
」
県
民
運
動
に

代
わ
る
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
交

通
安
全
意
識
や
マ
ナ
ー
を
高
め
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
親
し
み
の
あ
る

名
称
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
資
格　

県
内
に
在
住
ま
た

は
勤
務
（
通
学
）
し
て
い
る
か
た

▼
募
集
方
法

①
作
品
は
は
が
き
１
枚
に
１
点

②
は
が
き
に
次
の
事
項
を
明
記

応
募
作
品
、
作
品
の
趣
旨
な
ど
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
学

校
）、電
話
番
号

③
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
、
当
協

　

議
会
に
帰
属
し
ま
す
。

▼
表
彰

　

最
優
秀
１
点

（
賞
状
と
副
賞
５
万
円
）

　

優
秀
２
点（賞

状
と
副
賞
１
万
円
）

▼
募
集
期
限　

３
月
10
日
（
金
）

（
当
日
消
印
有
効
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９
９
０

－

８
５
７
０
山
形
市
松

波
２

－

８

－

１　

山
形
県
生
活
安

全
調
整
課
内　

山
形
県
交
通
安
全

対
策
協
議
会
事
務
局
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
４
２
９
）
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浄
化
槽
�
使
用
廃
止
�
�
届
�

出
�
必
要
�
�

　

浄
化
槽
法
が
改
正
さ
れ
、
平
成

18
年
２
月
１
日
か
ら
、
浄
化
槽
の

使
用
を
廃
止
す
る
と
き
に
は
、
届

出
を
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
浄
化
槽
設
置
者
は
、

建
て
替
え
や
浄
化
槽
か
ら
下
水
道

へ
の
切
替
え
な
ど
に
よ
り
、
浄
化

槽
の
使
用
を
廃
止
し
た
と
き
は
、

30
日
以
内
に
、
浄
化
槽
使
用
廃
止

届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

建
設
水
道
課
下

水
道
係
（
☎
85

－

６
１
３
８
）

�
月
19
日
�
白
鷹
町
営
�
�
�

場
�
営
業
�
�
�
�

　

第
34
回
白
鷹
町
民
・
白
鷹
町
小

中
学
校
ス
キ
ー
大
会
開
催
が
開
催

さ
れ
る
た
め
、
２
月
19
日（
日
）は
、

午
後
２
時
ご
ろ
ま
で
一
般
利
用
で

き
ま
せ
ん
。（
大
会
終
了
後
、
一
般

利
用
で
き
ま
す
。）

　

な
お
、
ス
キ
ー
大
会
の
進
行
状

況
に
よ
っ
て
は
、
一
般
利
用
開
始

時
間
が
前
後
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

平
成
18
年
度
学
校
体
育
施
設
利

用
団
体
調
整
会
議
�
�
�
�
�

　

町
で
は
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

る
た
め
、
町
内
小
・
中
学
校
の
体

育
施
設
を
、
学
校
教
育
に
支
障
の

な
い
範
囲
で
町
内
の
団
体
に
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
利
用
に
つ
い
て
、

利
用
日
や
時
間
な
ど
を
調
整
す
る

会
議
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
利
用

を
希
望
す
る
団
体
の
代
表
の
か
た

は
、
調
整
会
議
に
ご
出
席
く
だ
さ

い
。
新
規
登
録
団
体
は
、
事
前
に

教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
体
育
館
使
用
料
は
１
回

利
用
に
つ
き
５
０
０
円
と
な
り
ま

す
。（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
等
以
外
の

団
体
）

▼
い
つ　

３
月
１
日（
水
）夜
７
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

▼
利
用
対
象
施
設

①
町
内
全
小
・
中
学
校
の
体
育
館

　

及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド

②
山
峡
体
育
館
（
十
王
）

▼
持
ち
物　

代
表
者
の
印
鑑

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

おしらせ

無料確定申告相談のおしらせ

東北税理士会長井支部では、確定申告書（消費税を含
む）の書き方などの無料税務相談所を開設します。

▼いつ　２月18日（土）、25日（土）
　　　　午前10時～午後３時
▼どこで　長井商工会議所・会議室
▼相談担当税理士
　梅村　富治（☎84-2505・梅村富治税理士事務所）
　金田　和夫（☎88-9159・長井税理士法人）
　海老澤信夫（☎88-5858・海老澤信夫税理士事務所）
　安達　衛吉（☎84-6215・安達衛吉税理士事務所）
　長沼　安義（☎72-2400・長沼安義税理士事務所）
　元木　　茂（☎88-9159・長井税理士法人）
　海老名信乃（☎88-9159・長井税理士法人）
　須貝　秀一（☎84-2505・梅村富治税理士事務所）

※お問い合わせは、どちらの事務所でも結構です。

�
�
�
�
奨
学
�
�
�

　

人
材
育
成
と
県
内
就
職
促
進
の

た
め
の
教
育
ロ
ー
ン
で
す
。
就
学

後
に
県
内
に
就
職
し
た
場
合
は
、

山
形
県
勤
労
者
育
成
教
育
基
金
協

会
か
ら
年
１
・
０
％
（
４
月
１
日

受
付
分
以
降
）
の
利
子
補
給
（
３

０
０
万
円
ま
で
）
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
実
質
金
利
は
２
・
０
〜
２
・

２
％
に
な
り
ま
す
。

▼
対
象　

高
校
、
短
大
、
大
学
、

各
種
専
門
学
校
に
入
学
ま
た
は
在

学
す
る
か
た
の
保
護
者
（
ど
ち
ら

か
が
、
企
業
や
商
店
な
ど
に
お
勤

め
の
か
た
）

▼
融
資
限
度
額　

就
学
者
１
人
５

０
０
万
円
、
２
人
以
上
最
高
１
０

０
０
万
円

▼
利
率　

年
利
３
・
０
〜
３
・
２

％
（
保
証
料
込
・
固
定
金
利
）

▼
融
資
期
間　

15
年
以
内
（
就
学

期
間
は
返
済
の
据
え
置
き
可
）

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
労
働
金
庫

長
井
支
店
（
☎
84

－

１
１
０
０
）

�
貸
�
�
�
詐
欺
�
�
�
注
意
�

　

大
手
金
融
機
関
な
ど
を
装
い
、

融
資
目
的
の
偽
物
Ｄ
Ｍ
（
ダ
イ
レ

ク
ト
メ
ー
ル
）
等
を
送
り
つ
け
て
、

保
証
金
や
保
険
金
名
目
で
お
金
を

だ
ま
し
取
る
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」

が
増
え
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ

�
�
�
�
訂
正

　

広
報
し
ら
た
か
１
月
12
日
号
21

ペ
ー
ジ
「
法
務
省
主
唱
第
55
回
社

会
を
明
る
く
す
る
運
動
標
語
・
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者
」
で
優
秀

賞
・
標
語
「
一
人
じ
ゃ
な
い　

み

ん
な
が
み
ん
な
を　

み
つ
め
て
る
」

は
「
一
人
じ
ゃ
な
い　

み
ん
な
が

君
を　

み
つ
め
て
る
」
の
誤
り
で

し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
の
心
構
え
」

【
１
】取
引
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か

ら
突
然
送
ら
れ
る
「
お
金
貸
し
ま

す
」と
い
う
の
Ｄ
Ｍ
・
携
帯
メ
ー
ル

等
に
注
意
。（
低
金
利
・
高
額
を
貸

し
付
け
る
よ
う
な
広
告
に
注
意
）

【
２
】融
資
前
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
口

実
で
お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と

す
る
手
口
に
注
意
。（
保
証
料
、
保

険
料
等
の
名
目
で
お
金
を
要
求
）

【
３
】「
貸
し
ま
す
詐
欺
」か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
た
ら
、
送
金
前
に
次

の
と
こ
ろ
に
問
い
合
わ
せ
る
。

▼
「
貸
し
ま
す
詐
欺
」
被
害
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン（
東
京
都
貸
金
業
対
策
課
）

☎
03

－

５
３
２
０

－

４
７
７
５

▼
受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
12
時
、

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

※
夜
間
・
休
日
は
、
留
守
番
電
話

の「
受
付
ダ
イ
ヤ
ル
」に
な
り
ま
す
。
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍年金係にお申し出ください。

　

平
成
18
年
に
入
り
、
は
や
１
カ
月

が
過
ぎ
る
。
昨
年
末
の
記
録
的
な
大

雪
は
本
町
に
お
い
て
も
、
町
民
の
か

た
に
大
変
な
難な

ん
ぎ儀

を
か
け
、
ま
た
世

界
的
に
も
大
寒
波
が
各
地
に
発
生
す

る
な
ど
、
こ
こ
数
年
、
地
球
環
境
が

穏
や
か
で
は
な
く
、
あ
ま
り
に
も
変

化
が
激
し
い
。
地
球
温
暖
化
現
象
と

関
係
な
け
れ
ば
と
、
素
人
の
わ
た
し

で
も
心
配
に
な
っ
て
く
る
。
人
類
は

文
明
を
切
り
開
い
て
き
た
。
し
か
し
、

巨
大
な
自
然
の
変
化
の
前
に
は
、
あ

ま
り
に
も
弱
い
。
自
然
と
の
折
り
合

い
を
ど
う
考
え
、
人
び
と
に
と
っ
て

良
く
な
る
よ
う
に
ど
う
折
り
合
い
を

つ
け
て
い
く
の
か
。
雪
も
そ
う
だ
ろ

う
。

　

21
世
紀
の
日
本
社
会
に
お
い
て
、

重
要
な
の
は
「
よ
り
高
い
豊
か
さ
」

を
求
め
る
社
会
よ
り
も
、「
よ
り
良
く

生
き
る
」
社
会
を
創
る
こ
と
だ
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。「
よ
り
良
く
生
き
る
」

と
は
自
ら
の
限
ら
れ
て
は
い
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
の
能
力
を
も
っ
て

社
会
的
に
〝
生
き
る
〞
と
い
う
動
的

プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ

を
よ
り
良
く
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と

い
う
。「
暮
ら
し
向
き
」
よ
り
も
「
生

き
方
の
質
」
が
問
わ
れ
て
い
く
だ
ろ

う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
首
都
圏
や
山

形
市
に
住
む
本
町
出
身
ま
た
は
本
町

に
縁
の
あ
る
12
名
の
か
た
が
た
に
ふ

る
さ
と
交
流
大
使
を
引
き
受
け
て
い

た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
助
言
を
い

た
だ
い
て
い
る
。
先
日
、
そ
の
一
人

で
あ
る
神
奈
川
に
住
む
平
木
市
子
さ

ん
か
ら
、
白
鷹
町
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
書
簡
を
い
た
だ
き
、
そ
の

な
か
に
は
「
幸
せ
」
の
定
義
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
て
い
た
。「
①
健
康
で
あ

る
事
、
②
良
い
友
達
が
い
る
こ
と
、

③
幸
せ
を
分
け
合
え
る
家
族
が
い
る

事
、
④
仕
事
が
あ
る
事
、
⑤
少
し
貧

乏
な
事
。
…
賛
否
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
が
。」と
あ
る
。

そ
し
て
「
や
っ
ぱ
り
白
鷹
町
よ
ね
！

と
叫
び
た
く
な
る
町
の
良
さ
を
！
」

と
。
平
木
さ
ん
の
幸
せ
観
が
は
っ
き

り
と
写
っ
て
く
る
。

　

１
月
22
日
、
山
口
地
区
で
「
山
口

の
里
づ
く
り
懇
談
会
」
が
開
か
れ
た
。

全
町
内
か
ら
の
出
席
者
約
60
名
も
の

出
席
の
も
の
と
で
の
「
暮
ら
し
や
す

い
楽
し
い
山
口
を
創
ろ
う
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
少
子
高
齢
化
、
自
主
防

災
、
待
っ
た
な
し
の
集
落
営
農
、
住

み
よ
い
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ
、〝
自

ら
の
力
〞
で
総
合
的
な
地
域
計
画
を

創
る
た
め
の
立
ち
上
げ
で
あ
る
。
ス

ク
リ
ー
ン
を
活
用
し
て
の
説
明
、
そ

し
て
懇
談
。
ま
ち
づ
く
り
へ
の
前
向

き
な
情
熱
が
伝
わ
る
。

　

１
月
下
旬
夜
、
荒
砥
新
町
地
区
で

今
年
３
年
目
と
な
る
雪
灯と

う
ろ
う籠

ま
つ
り
。

ほ
か
の
誰
の
手
も
借
り
ず
、
地
区
の

自
主
的
な
ま
っ
た
く
新
し
い
ま
つ
り
。

地
区
の
全
家
族
の
か
た
が
た
が
、
通

り
の
両
側
や
地
区
内
に
趣
向
を
凝
ら

し
て
、
あ
る
い
は
素
朴
に
作
ら
れ
て

い
る
。
だ
い
だ
い
色
の
ロ
ウ
ソ
ク
の

灯
が
白
雪
の
な
か
に
幻
想
的
に
揺
れ

て
見
え
る
。
色
を
加
え
た
雪
の
造
作

と
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
を
通
し
て
で
き
る

光
の
美
し
さ
。
通
り
の
途
中
で
は
、

無
料
で
の
こ
ん
に
ゃ
く
と
甘
酒
の
振

る
舞
い
。
心
和
む
人
び
と
の
会
話
が

聞
こ
え
る
。

　

大
雪
と
な
っ
た
今
冬
で
の
両
地
区

の
取
り
組
み
で
あ
る
。
こ
の
か
た
が

た
の
活
動
の
な
か
に
も
「
や
っ
ぱ
り

白
鷹
町
よ
ね
！
」
と
言
わ
れ
る
「
よ

り
良
く
生
き
て
い
る
」
人
び
と
の
姿

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

●1月1日 ▼1月31日

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
荒砥乙　佐　藤　幸　雄　74
横田尻　鈴　木　茂　枝　87
荒砥甲　髙　橋　　茂　　72
荒砥甲　土　谷　　豊　　72
荒砥甲　安　達　七太郎　94
高　玉　佐　藤　良　一　85
荒砥甲　堀　内　か　い　86
菖　蒲　安久津　　　け　95
浅　立　鈴　木　ツ　ネ　89
下　山　奥　山　敏　雄　88
十　王　　　間　継　雄　69
箕和田　　　野　きみゑ　99
山　口　那　須　ふじ子　74
滝　野　安　達　フヂエ　82
十　王　五十峯　き　よ　77
鮎　貝　安　彦　そ　の　94
浅　立　鈴　木　まさ江　82
山　口　髙　木　善　助　96
中　山　布　施　昭　一　74
鮎　貝　横　澤　仁太郎　64
荒砥乙　工　　　祐　孝　69
横田尻　横　澤　壽　美　94
高　玉　橋　本　みよ子　71
荒砥乙　川　井　な　つ　88
荒砥乙　今　野　す　ゑ　88

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

十　王 髙橋 秋　博 小
こ

　雪
ゆき

美　紀

横田尻 小林 隆　一 海
み

　花
はな

香　織

鮎　貝 佐藤 福　一 叶
か

　望
のん

晴　美

広　野 新野 瑞　喜 泰
たい

　生
せい

久　美

荒砥甲 川口 成　司 千
ち

　草
ぐさ

弘　美

鮎　貝 横澤 弘　樹 悠
ゆ き や

希哉喜　恵

畔　藤 平井 清　重 雅
まさ

　也
や

かおる

高　岡 　口 慶　樹 碧
あ

　雪
ゆき

美　里

荒砥甲 宮澤 　裕 唯
ゆい

　斗
と

直　美

畔　藤 橋本 秀　一 果
か

　澄
すみ

美　雪

浅　立 鈴木 竜　一 愛
あい

　梨
り

朋　美

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（新　野　文　俊　　広　野
石　山　美　樹　　舟形町

（梅　津　秀　行　　浅　立
岩　佐　綾　子　　福島県
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�
�

�
平
成
18
年
�
始
�
�
�
�
�
�
�

�
立
春
�
過
�
�
暦
�
上
�
�
春
�

�
�
言
�
�
�
�
昨
年
12
月
初
旬
�

�
根
雪
�
�
�
�
�
�
�
近
年
�
�

�
積
雪
�
�
�
�
�
�
長
�
冬
�
�

�
�
明
�
�
�
�
�
知
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
前
�
雪
�
田
�
�
�
駆

�
�
�
�
�
硬
雪
�
�
�
�
�
�
�
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